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一週間の出来事を映像で配信

高島みてねっと！
　　ウィークリーニュース

毎週金曜日
夕方更新！

高島市ホームペー
ジから「高島み
てねっと！」を
クリックして、
ニュースコーナー
をご覧ください。
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　織田信長が天正４年（１５７６年）安土に壮大な
城を築いて、対岸の高島の地に天正６年（１５７８
年）大溝城が築かれました。この城は、明智光秀の
設計と伝えられ、琵琶湖とその内湖（現：乙女ヶ池）
を巧みに取り込んでいます。
　城主は織田信澄でしたが、本能寺の変以後、城主
は代わり天正15年から18年にかけて、浅井三姉
妹の次女初の夫である京極高次が城主を務めます。
　現在は、緩やかな傾斜の天守台石垣が残されてい
ます。

　嘉禎３年（１２３７年）宇多天皇の流れをくむ
近江の守護佐々木信綱は、曹洞宗の開祖道元禅師
に一族の供養をお願いし、朽木の上柏に高厳山興
聖寺の建立が進められたとされています。
　朽木氏は、佐々木信綱を元祖とし高信を２代目、
高信の次男頼綱を３代目とし頼綱の三男義綱から
朽木氏を名乗り、その統治は廃藩置県まで続きま
した。
　一方、室町幕府の12代将軍足利義晴、その子
13代義輝は３度にわたり計８年間朽木荘に乱を
避けて滞在しました。その折、将軍の心を癒すた
めに、旧秀隣寺庭園（足利庭園）が造られたとい
われています。

興
こ う し ょ う じ

聖寺

大
お お み ぞ じ ょ う あ と

溝城跡

▲９月下旬には、彼岸花が周囲に咲き乱れます。

▲関西花の寺　第14番（老椿）。
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観光に関するお問い合わせ・・・　（社）びわ湖高島観光協会　 （22）6111
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　今年のＮＨＫ大河ドラマは、滋賀県を舞台に浅井三姉妹の生涯を描いた　今年のＮＨＫ大河ドラマは、滋賀県を舞台に浅井三姉妹の生涯を描いた
『江～姫たちの戦国～』です。高島市は、次女　初が新婚生活を過ごした『江～姫たちの戦国～』です。高島市は、次女　初が新婚生活を過ごした
とされるゆかりの地です。とされるゆかりの地です。
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▲

 『江～姫たちの戦国～』
ＮＨＫ大河ドラマ節目の50作目は滋賀が舞台！ＮＨＫ大河ドラマ節目の50作目は滋賀が舞台！
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京極家・朽木家は、
近江の佐々木源氏の
系統です。家紋にも
その流れを見ること
ができます。
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　名門武将、京極高次と結婚。
　高次は初たち三姉妹のいと
こにあたります。関が原の戦
い、大坂の陣では姉の豊臣家
と妹の徳川家に板ばさみにな
りますが、使者となり和平交
渉に奔放します。三姉妹の中
で一番長く生きました。
　享年 66歳。

初
ってどんな人？

家系図

長女

茶 々

浅井三姉妹

（淀殿）

次女

初
（常高院）

三女

江
（崇源院）
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　市内の健康推進員の交流を兼ね
て、９月27日に安曇川の道の駅で
「扇面づくり」に挑戦しました。

　以前にヘルスサポーター21事業を受け
られた方と健康推進員で、米粉を使ったお
菓子作りと軽運動を、10月19日に朽木
保健センターで行いました。

　　　高島支部　
　11月3日のガリバー文化祭のステージ発
表で、「３６５歩のマーチ」の体操をしました。
会員がステージに立ち、会場の人たちにも体
を動かしてもらうことができてよかったです。

ガリバー文化祭に参加！

　　　　今津支部　
　今津地域では平成６年から年１回、市民の
皆さんに呼びかけてウォーキングを行っていま
す。今年は62人もの参加がありました。参
加者からは「久しぶりに歩きました良かったで
す！！」との声をいただきました。

恒例　ウォーキング !!

新旭支部　
　毎年６年生を対象に、大人になってからの
生活習慣病を予防するために学校と協力しな
がら取りくんでいます。サンマが三枚になった！
　ご飯とみそ汁、お代り！　失敗もあったけど
楽しく作っておいしく食べられました。

新旭南小で生涯を通じた
食育活動

高島市健康推進員交流会　　
楽しいひととき

ヘルスサポーターフォローアップ事業

安曇川支部　
　ガールスカウト団員の子どもたちを対象に
「牛肉寿し」ほか４品を調理実習しました。お
豆腐を手の平にのせて切ってみたり、簡単ド
レッシングを作ってみたりと、基礎的な調理技
能を身につけてもらいました。

ガールスカウト団員に生涯を通じた
食育活動

マキノ支部　
　「GO・GO・マキノ」　の体操は、マキノの
特色や特産が曲に組み込まれていて、親しみ
やすく、覚えやすく、楽しく、身体を動かすこ
とができます。健康推進員が普及活動を進め
ています。

静かなブーム「GO・GO・マキノ」

　

こ
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か
ら
も
、
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と
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「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
育
て
る
」
と
い
う
自
覚
と
認
識
の
も
と
、
日
常
生
活
に

お
い
て
自
ら
実
践
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
増
進
に
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
健
康
推
進
員
で
す

「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を

合
い
言
葉
に
、
３
５
２
人
が
活
動
中
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白 浜 線（運行日：月～金曜日）
停 留 所 名 時　　　　刻

安曇川駅 9:23 10:40 13:33 15:21
西万木今宮神社前 9:24 10:41 13:34 15:22
平和堂あどがわ店 9:26 10:43 13:36 15:24
図書館前 9:28 10:45 13:38 15:26
藤樹記念館前 9:29 10:46 13:39 15:27
出福 9:32 10:49 13:42 15:30
近江白浜 9:34 10:51 13:44 15:32
三ツ矢 9:36 10:53 13:46 15:34
藤樹記念館前 9:40 10:57 13:50 15:38
図書館前 9:42 10:59 13:52 15:40
平和堂あどがわ店 9:43 11:00 13:53 15:41
西万木今宮神社前 9:45 11:02 13:55 15:43
安曇川駅 9:47 11:04 13:57 15:45

●運 行 路 線（全6路線）
　・今 津 地 域＝松陽台線、あいあいタウン線
　・安曇川地域＝泰山寺線、白浜線
　・新 旭 地 域＝風車村線
　・安曇川、新旭の両地域＝新旭・安曇川線

●使 用 車 両　中型タクシー（定員5人）

●運行時間帯　時刻表により、予約に応じて運行

●利 用 料 金
　・１回の乗車につき
　　大人３００円、小人（小学生以下）１５０円
・回数乗車券11枚つづり

　　大人３，０００円、小人１，５００円
・身体障害者手帳または療育手帳をお持ちの方
は、利用料金が半額になります
・同伴する幼児（小学校入学前まで）については
２人まで無料です

　４月１日から、予約乗合タクシーなどを組み入れた新しい公共交通システムが始まります。この予約乗合タク
シーは、路線バスと同じようにあらかじめ定められた運行時刻や運行路線を、電話予約により運行するもので、
事前に乗車予約をされた停留所にのみ停車します。　　　　　　　　　　 交通対策課　 （２２）００５８

　安曇川地域で運行します白浜線の『藤樹記念館前』から『安曇川駅』ま
で予約乗合タクシーをご利用される場合を例に、予約から乗車までのながれ
を、右の時刻表でご説明します。

　どの停留所から乗る場合で
も、最初の停留所を出発する時
刻の１時間前までにタクシー会
社へ電話予約してください。
　例えば、９時40分に『藤樹
記念館前』から『安曇川駅』ま
で乗車される場合、最初に出発
する『安曇川駅』の時刻が９時
23分なので、１時間前の８時
23分までに予約が必要となり
ます。

　予約状況により、複数の人と乗り合わせに
なる場合があります。

○ご利用上の注意
・予約は１週間前から可能です。
・予約後にご利用を取消される場合は、早め
に予約したタクシー会社にご連絡ください。
・電話番号については今後の広報でお知らせ
します。

　予約された『藤樹記念館前』にタクシー車
両が参ります。到着時間より少し早めに停留
所でお待ちください。

1出発時刻の１時間前
　までに電話予約します

3予約乗合タクシーに乗って目的地へ

2停留所で、予約乗合タクシー
　の到着を待ちます

予約乗合タクシー「予約から乗車までのながれ」

予約乗合タクシーの利用方法

　乗合タクシー

　11月23日に2010たかしま産
業フェア＆そばフェスタと同時開催さ
れました「食と健康づくりのつどい」
に健康推進員は、だし汁の飲み比べ、
身体によいみそ汁の味見、野菜の１
日摂取量（３５０ｇ）をゆで野菜と生
野菜を展示し、野菜の取り方や味付
けについてお話をしました。

食と健康づくりのつどい参加



　

　高島市では、地域資源を活かした事業や地域に貢
献する取り組みを掘り起こし、その立ち上げを支援す
る「高島・ビジネスプランオーディション」を開催し
ています。第５回目となる今回のグランプリと奨励賞
が決定しました。

《グランプリ》
　(有 )よしうめ　鰻

まんざいどう

彩堂事業部　梅村　守さん
　高島の味を手のひらサイズに凝縮！
　「近江米を使ったライスバーガーの製造販売」
　　～近江米バーガー茶漬け（うなぎ）～

《奨励賞》
　自然農法研究会　篠原　豊さん
　都市との交流を通じた自然農法
　「放牧型養豚経営と食肉販売の組み合わせから
　　　　　　　　　　　　　将来はレストランまで」
《奨励賞》
　自然の中のカフェ「カフェコティ」　中村フミコさん
　地域の食材、旬の野菜を主としたメニューを
　　　　　　　　　　　　　　　　　カフェで提供

高島ビジネスフォーラム開催します！
　受賞者のビジネスプランを地域の方に紹介する「高
島ビジネスフォーラム」を開催します。基調講演では、
本田技研工業のＣＩＴＹ・ＦＩＴ開発車体設計プロジェク
トリーダーとして活躍された本間日義（ほんま　ひよ
し）さんに、ヒット商品を生み出す秘訣についてお話
しいただきます。お誘い合わせのうえぜひお越しくだ
さい。

　▼日　時　２月６日（日）　13時30分～17時
　▼場　所　安曇川公民館　ふじのきホール
　▼内　容
　《第１部》
　　講演「『ホンダＦＩＴ』ヒット商品開発の秘密」
　　　講師　本間　日義さん
　　話題提供
　　「地域資源を活用し未来を拓く
　　　　　　～しが新事業応援ファンド助成金～」
　　　講師　（財）滋賀県産業支援プラザ
　　　　　　　　　　経営支援部　船越英之さん
　《第２部》
　　受賞された方々によるビジネスプラン発表、表彰
　　・発表者：梅村　守さん、中村フミコさん、
　　　　　　　篠原　豊さん
　▼入場料　無料
　▼申込方法　電話またはファックス
　　　　　　　（当日参加可能）

高島ビジネスプランオーディション受賞者決定

区　分 補　正　額
市　　　税 800万円
使用料及び手数料 △215万円
財 産 収 入 252万円
繰　入　金 8,853万円
地方交付税 2億円
国庫支出金 3,781万円
県 支 出 金 10億 5,636万円
市　　　債 6,850万円
そ　の　他 2,741万円
合　計 14億8,700万円

一般会計歳入予算の主な内訳

区　分 今回補正額

一般会計 14億 8,700万円
特別会計 1億 666万円
事業会計 △6,471万円
予算総計 15億2,894万円

歳入歳出補正予算

12
月
補
正
予
算
の
概
要

　

平
成
22
年
度
12
月
補
正
予
算
は
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
給
与
改
定
に
関
連
し
、
市
職
員
の

期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
引
き
下
げ
に
伴

う
減
額
の
ほ
か
、
公
立
高
島
総
合
病
院
の
改
築

に
合
わ
せ
て
近
江
高
島
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

事
業
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
障
害
者
対
応
型

ト
イ
レ
設
置
）
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
深
刻

な
病
状
と
な
り
や
す
い
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ（
髄

膜
炎
）・
肺
炎
球
菌
の
難
病
に
対
し
、
国
の
動

向
に
合
わ
せ
て
予
防
接
種
を
個
人
負
担
な
し
で

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
予
算
計
上
し
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
ク
マ
の
有
害
鳥
獣

対
策
、
農
作
物
の
分
野
で
高
島
の
名
前
を
広
め

て
い
く
た
め
の
地
域
特
産
物
定
着
促
進
事
業
や

バ
ス
路
線
の
見
直
し
に
伴
う
公
共
交
通
対
策
事

業
に
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

現
在
高
島
市
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
燃
え
る
ご
み

（
市
の
指
定
袋
に
入
っ
て
い
な
い
場
合
）
は
10
㎏
５

円
、
そ
れ
以
外
の
粗
大
ご
み
な
ど
は
、
無
料
で
受
け

入
れ
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
受
け
入
れ
に
は

別
途
人
件
費
等
の
経
費
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
直
接
持
ち
込
ま
れ

る
ご
み
の
重
さ
に
よ
っ
て
手
数
料
を
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

●
誰
が
対
象
？

　

環
境
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を
持
ち
込
ま
れ
る
す
べ

て
の
方
が
対
象
で
す
。
個
人
、
事
業
者
は
問
い
ま

せ
ん
。

●
ど
ん
な
ご
み
が
対
象
？

　

燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
、
資
源
ご
み
等

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ま
れ
る
す
べ
て
の
ご
み
が

対
象
で
す
。

●
い
く
ら
払
う
の
？

　

10
㎏
に
つ
き
１
０
０
円
で
す
。（
直
接
ご
み
の
重

さ
を
量
る
の
で
は
な
く
、
自
動
車
の
重
量
を
ご
み

を
降
ろ
す
前
と
降
ろ
し
た
後
に
量
り
、
そ
の
差
で

ご
み
の
重
さ
を
出
し
ま
す
。）
10
㎏
未
満
の
場
合

は
10
㎏
と
し
て
、
10
㎏
以
上
の
場
合
は
四
捨
五
入

と
な
り
ま
す
。
環
境
セ
ン
タ
ー
で
ご
み
を
搬
入
し

た
時
に
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
現
金
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

環
境
セ
ン
タ
ー
で
の
流
れ

　

①
受
付
で
申
請
書
を
記
入

　

②
計
量

　

③
ご
み
の
搬
入

　

④
再
度
計
量

　

⑤
手
数
料
の
支
払
い

※
受
付
で
車
の
重
量
を
量
り
ま
す
の
で
、
信
号
に

従
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

環
境
政
策
課　

（
２
５
）
８
１
２
３

ＪＲ近江高島駅
バリアフリー化補助金

有害鳥獣対策事業

公共交通対策事業

地域特産物定着促進事業

予防接種事業
（子宮頸がん・ヒブ・肺炎球菌）

1億3,200万円

908万円

583万円

583万円

4,047万円
　公立高島総合病院の改築
に合わせて近江高島駅にエ
レベーターと障がい者対応
型トイレを設置します。高
齢者や障がい者の方にも安
心して使っていただける駅
にします。

　今年度多数の目撃が報告された
クマに関する対応費用を増額する
ほか、ニホンジカの個体調整数の
追加割当に伴い狩猟期間外の捕獲
頭数を 2,200 頭から 2,600 頭に増
やすものです。

※１万円未満を切り捨てしているため
合計が一致しない場合があります

　バス路線の見直しを行い、平成23
年 4月 1日から新交通体系に移行し
て運行するため、バス停留所の標柱な
ど準備経費を計上します。

　地域特性を活かした特産物の定着を
図る中で、そば、いちじく等の作付け
の増加に対応するため作付け拡大の支
援を増額します。また、農作物の分野
で高島の名前を広め販売促進を図るた
め、高島を代表する農産物および加工
品を認証する制度をつくるための準備
経費を計上します。

　深刻な病状となりやすい子宮
頸がん・ヒブ（髄膜炎）・肺炎
球菌に対し予防接種を個人負担
なしで接種していただけるよう
になります。

　《対象者》
　・子宮頸がん
　　　中学１年～高校１年の女子
　　　　　　　　　1,050人
　・ヒブ（髄膜炎）
　　　０歳～４歳の乳幼児
　　　　　　　　　1,941人
　・肺炎球菌
　　　０歳～４歳の乳幼児
　　　　　　　　　1,941人

持
ち
込
み
ご
み
は

有
料
に
な
り
ま
す

高
島
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の

４
月
１
日
か
ら

商工振興課　
　 （25）8514　 （25）8518

2011・２・17 62011・２・1
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非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康
保

険
税
の
負
担
軽
減
制
度
に
つ
い
て

◆
軽
減
措
置
の
概
要
は･･･

　

特
定
受
給
資
格
者
、
特
定
理
由
離
職
者

の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と

み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

◆
軽
減
期
間
は･･･

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期

間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る
期
間
と

は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途
中
で
就
職

し
て
も
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会

社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
民
健
康

保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

※
制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内
（
平
成
21
年
３

月
31
日
以
降
）
に
離
職
さ
れ
た
方
は
、
平
成

22
年
度
に
限
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
21
年
度
の
保
険
税

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
は･･･

　
「
国
民
健
康
保
険
税　

特
例
対
象
被
保

険
者
等
申
告
書
」「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
の
コ
ピ
ー
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課　

（
２
５
）
８
１
１
６

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
（
特
定

受
給
資
格
者
）
や
、
雇
い
止
め
な
ど
に
よ

る
離
職
（
特
定
理
由
離
職
者
）
を
さ
れ
た

方
の
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
を
行

う
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

◆
対
象
者
は･･･

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
に
次
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。

○特定受給資格者
コード 離　　職　　理　　由
11 解雇
12 天災等の理由により事業の継続が不可能になったことによる解雇
21 雇止め（雇用期間３年以上雇止め通知あり）
22 雇止め（雇用期間３年未満更新明示あり）
31 事業主からの働きかけによる正当な理由のある自己都合退職
32 事業所移転等に伴う正当な理由のある自己都合退職
○特定理由離職者
コード 離　　職　　理　　由
23 期間満了（雇用期間３年未満更新明示なし）
33 正当な理由のある自己都合退職
34 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間12か月未満）
※上記以外の方は該当しません。

平
成
22
年
分　

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
！

  

申
告
に
必
要
な
も
の

・
申
告
書
用
紙
（
昨
年
申
告
さ
れ
た
方
）

・
印
鑑

・
給
与
所
得
者
は
、｢

給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票｣

・
公
的
年
金
の
受
給
者
は
、｢

公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票｣

・
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど
の
支

払
金
額
の
証
明
書

・
国
民
年
金
保
険
料
お
よ
び
国
民
年
金
基

金
の
支
払
金
額
の
証
明
書
（
控
除
証
明

書
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
や
介
護
保
険
料
の

納
付
金
額
の
確
認
で
き
る
資
料

・
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方

は
、
平
成
22
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
領
収
書
（
領
収
書
は
あ
ら
か
じ
め
集

計
し
、
支
払
先
が
多
い
場
合
は｢

医
療

費
の
明
細
書｣

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
事
業
所
得
者
等
は
収
支
内
訳
書

　

営
業
や
農
業
に
よ
る
収
入
が
あ
る
方
は
あ
ら

か
じ
め
ご
自
分
で
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
た

う
え
で
申
告
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
所
得
税
の
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、

預
貯
金
通
帳
口
座
番
号
（
申
告
者
名
義

の
も
の
）

・
そ
の
他
（
申
告
の
内
容
に
よ
り
必
要
な

書
類
が
あ
り
ま
す
。）

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

と
市
民
税･

県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま

す
。
申
告
期
間
中
の
各
会
場
の
受
付
曜
日

は
次
表
の
と
お
り
で
す
。
ご
都
合
の
良
い

日
、
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
注
）
今
津
税
務
署
で
は
、
市
民
税
・

県
民
税
申
告
書
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

農
業
収
支
の
事
前
相
談
会

　

平
成
22
年
分
農
業
所
得
の
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
相
談
会
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

申
告
期
間
中
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

申
告
が
必
要
な
方

  

〈
所
得
税
の
確
定
申
告
〉

○
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産
収
入
の

あ
る
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
な

ど
で
、
平
成
22
年
中
の
所
得
の
合
計
額

が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
方

○
給
与
所
得
者
で
、
次
の
①
か
ら
③
に
当

て
は
ま
る
方　

①
給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え

る
方

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
方

　

今
津
税
務
署

　
　

（
２
２
）
２
５
６
１

※
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
等
の
簡
易
な

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
市
役
所
で
も
受

け
付
け
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
該
当

す
る
方
は
税
務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

・（
特
定
増
改
築
等
）
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
を
受
け
る
方

・
土
地
や
株
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
方

・
初
め
て
事
業
所
得
の
申
告
を
さ
れ
る
方

・
青
色
申
告
を
さ
れ
る
方

・
そ
の
他
、
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
複
雑

な
申
告
を
さ
れ
る
方

２
月
16
日（
水
）〜
３
月
15
日（
火
）

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の

確
定
申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

　　　　  　曜日
   会場 月 火 水 木 金

今津税務署 ● ● ● ● ●
市役所税務課 ● ● ● ● ●
マキノ支所 ● ●
今津支所 ● ● ●
朽木支所 ● ●
安曇川支所 ● ● ●
高島支所 ● ●
　受付時間　8:30～ 11:30、13:00～ 16:30
　※●印が受付日です。

 

〈
市
民
税･

県
民
税
の
申
告
〉

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
高
島
市
に

居
住
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
次
の
方
を

除
き
ま
す
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
だ
け

で
、
年
末
調
整
を
済
ま
せ
て
い
る
方

（
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
が
あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。）

※
所
得
が
全
く
な
い
方
で
も
、
国
民
健

康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
軽
減
措
置
、
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
、
児
童
手
当
の
支
給
な
ど

を
受
け
ら
れ
る
方
は
申
告
が
必
要
で

す
。

　

市
役
所
税
務
課

　
　

（
２
５
）
８
１
１
６

開　催　日 会　　場 受 付 時 間

2月7日（月） 高島支所
午前9時～午前11時30分

午後1時～午後3時30分

2月8日（火）
マキノ支所

午前9時～午前11時30分朽木支所

2月9日（水） 今津支所

2月10日（木） 安曇川公民館
午前9時～午前11時30分

午後1時～午後3時30分

　確定申告書等の作成は、国税庁ホームページ
｢http://www.nta.go.jp｣の｢確定申告書作成コー
ナー｣ をご利用ください。このコーナーで作成し
た確定申告書等は、ご使用のプリンターで印刷 (モ
ノクロ印刷可 )して提出できます。また、確定申
告書等をインターネットで提出できる、e-Tax（新
規の方は事前の届出が必要です。）をぜひご利用
ください。

　申告されないと、所得証明書を発行できない場
合があります。また、申告を必要としない方でも、
国民健康保険加入者は、国民健康保険税の軽減等
を受けられる場合がありますので、必ず申告して
ください。また、介護保険、福祉医療、高額医療
の申請をされる方や国民年金の免除申請をされる
方等についても申告が必要となる場合があります
ので、申告期間中に申告してください。

所得証明書等について

インターネットを
ご利用の方

▼農業収支の事前説明会

▼申告期間中の受付会場
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　高島市消防団では、財団法人日本消防協会から寄贈された消防団多
機能型消防車を高島第１分団に配備しました。
　この車両には、可搬式小型動力ポンプをはじめとする従来の消火活動
に必要な資機材に加え、大地震等での救助活動や負傷者の応急救護に
も対応出来るようにエンジンカッターや手動式油圧カッターなどの救助
資機材、そしてＡＥＤ（自動体外式除細動器）や四つ折式の担架などの
救急資器材が積載されています。
　今後、市民の安全を守る消防団として一層の機動力向上につながる
ものと期待されます。　　　　　　 消防総務課　 （２２）５４０１

多機能型消防車の寄贈を受け、消防団に配備！

　

申
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
◆
駐
車
料
金
と
区
画
数

　
《
第
４
駐
車
場
》

　
　

月
額
４
，
０
０
０
円
（
51
区
画
）

　
《
第
５
駐
車
場
》

　
　

月
額
４
，
０
０
０
円
（
85
区
画
）　

※
前
記
の
区
画
数
の
内
、
障
害
者
専
用

駐
車
場
（
車
い
す
マ
ー
ク
）
と
し
て
、

第
４
駐
車
場
２
区
画
、
第
５
駐
車
場

４
区
画
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

申
込
書
に
運
転
免
許
証
の
写
し
・
駐
車

す
る
車
両
の
自
動
車
検
査
証
の
写
し
を
付

け
て
、
市
役
所
別
館　

交
通
対
策
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

勤
務
等
の
都
合
で
お
越
し
い
た
だ
け
な

い
場
合
は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

（
申
込
書
類
は
高
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

◆
申
込
受
付
期
間

 　

２
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　

〜
２
月
15
日
（
火
）《
先
着
順
》

※
申
込
数
が
募
集
期
間
中
に
予
定
区
画

数
を
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で

申
し
込
み
は
終
了
と
な
り
ま
す
。（
郵

送
の
場
合
は
、
交
通
対
策
課
到
着
順

と
な
り
ま
す
。）

◆
使
用
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

〜
平
成
24
年
３
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
（
１
か
月
単
位
で
の
申
込
可
能
）

◆
使
用
者
の
決
定

　

申
込
書
に
基
づ
き
、
駐
車
場
使
用
許
可

書
と
駐
車
場
駐
車
券
を
後
日
交
付
し
ま

す
。

◆
そ
の
他

・
区
画
番
号
（
場
所
）
は
、
指
定
で
き

ま
せ
ん
。

・
障
が
い
の
あ
る
方
が
利
用
さ
れ
る
場

合
に
は
、
料
金
の
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。
交
通
対
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

・
契
約
後
の
利
用
に
あ
た
り
、
契
約
者

の
名
字
の
み
（
○
○
様
）
を
区
画
ご

と
に
表
示
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

・
冬
季
に
お
け
る
場
内
の
除
雪
は
行
い

ま
せ
ん
。

３
月
28
日
（
月
）
か

ら
３
月
31
日
（
木
）

ま
で
の
間
は
準
備
の

た
め
駐
車
場
を
閉
鎖

し
ま
す
。
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・

交
通
対
策
課

　

（
２
２
）
０
０
５
８

　
　

〒
５
２
０
ー
１
６
３
１

　
　

今
津
町
名
小
路
１
ー
４
ー
１

４
月
１
日
か
ら

安
曇
川
駅
前
第
４
・
第
５
駐
車
場
は
、

有
料
に
な
り
ま
す

　高島市で生産されている農産物および
加工品を「高島市農産ブランド」として
認証し、広く市内外にＰＲすることによ
り、生産拡大や販売促進、地域のイメー
ジアップを図ります。この「高島市農産
ブランド」の認証品に表示する認証マー
クを募集します。

〈お知らせ〉

募集内容
　“びわ湖源流の郷たかしま”の安心安全な農産物お
よび農産加工品をイメージしたデザイン。
・Ａ４サイズの白紙に１作品。（15㎝×15㎝の正方
形の枠内に記載してください）

・色は３色以内（単色でもイメージが損なわれないもの）
・３cm×３cmの縮小したものでも判別可能なもの。
・「びわ湖源流の郷たかしま」の文字を入れてください。
・裏面に郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、　
製作意図（２００字以内）　を記載してください。
★応募作品は、未発表かつオリジナルの作品に限りま
　す。

応募資格　
　どなたでも、一人何点でも可。
応募締切　
　2月28日（月）必着
賞　
　・採用作　１点　賞金　５万円
　・佳　作　２点　賞金　１万５千円

応募方法　・郵送もしくは持参してください。
　　　　　・作品を折り曲げずに送付してください。
　　　　　・メールでの送信は不可。
　　　　　　（パソコンで作成した場合は印刷の上、
　　　　　　　応募してください。）
その他 
・採用作品および佳作品に関する一切の権利は高島市
に帰属します。
・採用作品は高島市農産ブランド認証マークとして使
用するほか、各種広報啓発活動等に使用します。
・応募作品は返却しません。
・採用作品を使用する場合、修正することがあります。
・入賞作品がすでに他で使用されているものと同じ、
あるいは類似していることが判明した場合には、審
査結果発表後であっても賞を取り消すことがありま
す。

★詳しくは市ホームページをご覧ください。

・ 〒520－ 1592　新旭町北畑５６５番地
　　　　高島市産業経済部　特産品振興室
　　　　　 （25）8511

農産物認証マーク農産物認証マーク
を を 募集！募集！

びわ湖源流の郷たかしま
　

市長の手帳
　市民の皆様の信任を得て、平
成21年２月13日に市長に就
任させていただき、早２年が過
ぎようとしています。
　この２年間は、私が皆様にお
示ししましたマニフェストの実
行と、何を優先的に取り組むか
を常に考えながら進めて参りま
した。
　大きな事業としては、公立高
島総合病院の整備があり、24
年の完成に向け、市民の皆様か
ら大きな期待を寄せていただい
ているところでございます。そ
してこの開院に合わせて近江高
島駅にエレベーターが設置され
ることとなり、医療・保健・福
祉の充実をより一層図って参り
たいと考えております。

　また高島市の未来を託す子ど
もたちの安心・安全な施設整備
として朽木小中学校の体育館整
備をはじめ、愛隣保育園施設整
備への助成をさせていただき、
今年の４月には完成されます。
市内のほかの保育・幼稚園施設
整備の計画もございますことか
ら順次支援をさせていただきた

いと考えております。そして県
下で一番低い保育料を維持する
とともに、待機児童ゼロを堅持
します。その他にも子育てしや
すい環境づくりとして、乳幼児
福祉医療費の無料化、ヒブワク
チン等の無料化などを実施して
参りました。

　これからの２年間は、これら
の「医療の充実」や「15年間
の子育て支援」をはじめ、お約
束した「教育の推進」「高齢者
の支援」「活力の応援」「産業の
振興」「交通網の整備」の７つ
の元気を、より具体化し実現を
するため全力で取り組んで参り
ます。

▲愛隣保育園建築現場の状況

市長就任２年間を
　　　　　振り返って
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　昔から地域
で歌い継がれ
てきた歌を、
次の世代の子
どもたちに残
し伝えられる
よう、ほほえ
みコーラスさ
んが地域の
方々から聞き
取り調査を行
い、このたび、
楽しい歌の本
が完成しまし
た。
　そして、こ

寒さに負けず、道の駅で
園児ら交通安全啓発

次世代に継ぐ「ふるさと
のうた」の本が完成

高島市消防団、朽木
保育園を防火訪問

防火・防災の心新たに
高島市消防合同出初式

　12 月 16 日（木）、道の駅マキノ追坂峠で、
マキノ東保育園の園児らと高島交通安全協会マキ
ノ支部による交通安全啓発活動が行われました。
当日は、気温３度の寒さの中、制服姿の園児らが
道の駅の訪問者に手づくりの交通安全お守りを手
渡し、安全運転を呼びかけました。
　まだまだ厳しい寒さが続きます。降雪時の運転
は特に注意してください。　　　（交通対策課）

れらの歌を披露するコンサートを、２月 13日
（日）、13時 30分からガリバーホールで行いま
す。入場は無料ですので、ぜひご観覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　（安曇川支所）

　12月 10日（金）に、火災予防の啓
発や園児たちの健全な育成を目的とし
て、高島市消防団、大橋進一副団長以下
９団員さんが朽木保育園を防火訪問さ
れ、園児を対象に放水体験や消防車との
記念撮影を実施されました。ホースから
勢いよく水が飛び出すと、園児から大き
な歓声が上がりました。今後も、こういっ
た保育園への防火訪問に取り組んでいき
たいと思います。　　　（消防総務課）

　新春恒例の市消防合同出初式が、１月９日（日）、９
時から消防団、陸上・航空自衛隊および消防本部の計
５１４人、車両２６台が出動し、高島市民会館で厳粛か
つ盛大に挙行されました。
　当日は、表彰状・感謝状の授与後、表彰者を代表して
今津第１分団河原田良信分団長が謝辞を述べられまし
た。感謝状は、元分団長勝山智士氏ほか、長きに亘り消
防団員として多大なる功績を収められた方々に授与され
ました。受賞された皆さんの長年のご尽力に感謝します
とともに、ますますのご活躍をお祈りします。
　また、出初式終了後、消防車両の分列行進を行い、今
津浜で一斉放水訓練が行われました。　（消防総務課）

　岡山市の桃太郎アリーナで開催された第38回
全日本美容技術選手権大会で、滋賀県の代表とし
てヘアスタイル競技の部に出場された安曇川町
（十仁サロン末広）の美容師 森小夜佳さんが見事
グランプリを受賞されました。この大会は、各都
道府県の予選を通過した２５９人の美容師が、ヘ
アスタイル競技や花嫁化粧着付など８部門に分か
れて日本一を競う美容業界最大のイベントで、本
大会でのグランプリ受賞は、滋賀県では初の快挙
です。　　　　　　　　　　　　（企画広報課）

　住まいのアイデアを競う第１回「建築甲子園」
で、全国61校87作品の中から、安曇川高校の
古閑愛美さんの作品が全国優勝されました。作品
は、新旭町針江の「かばた」など高島ならではの
生活に密着した内容で、審査委員長からは「存在
感があり、完全優勝」と絶賛されました。12月
16日には同高で表彰式が行われ、古閑さんは「一
級建築士を目指したい」と喜んでおられました。

（企画広報課）

県内初の快挙！
森さんグランプリ受賞

今津卓球スポーツ少年団が県大会で大活躍！

　12月 11日（土）に草津市民体育館で開催さ
れた「平成22年度滋賀県スポーツ少年団冬季卓
球交流大会」で、今津卓球スポーツ少年団員が好
成績を収められました。
　結果は次のとおりです。(市民スポーツ課 )

　▼個人戦（敬称略）
　　中学生の部（女子）
　　　優　勝　大森　　遥（今津中１年）
　　　準優勝　藤原　千洋（今津中２年）
　　　第３位　采野　美咲（今津中１年）
　　小学６年生の部（男女混合）
　　　準優勝　廣田　　茜（今津北小６年）
　　　第３位　岡本　雅樹（マキノ南小６年）
　　小学４年生の部（男女混合）
　　　優　勝　高山　　唯（今津東小４年）
　　小学３年生の部（男女混合）
　　　第３位　佐藤　愛華（今津東小３年）
　　　第３位　采野真菜美（今津北小３年）
　▼団体戦（敬称略）
　　小学生団体の部（女子）
　　　優　勝　早川　実奈（今津東小６年）
  　　　　       山尾　亜実（今津東小６年）

古閑さん建築甲子園優勝
水を活かした暮らし提案
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（　）内は年累計

建物火災／2（13）
林野火災／0（0）

火災 救急 救助 件数件数月月のの1212

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

車 両 火 災／1（4）
その他火災／0（7）

交通事故／25（223）
急　　病／118（1424）

火　　災／2（14）
水難事故／0（2）

交通事故／4（24）
そ の 他／2（18）

消防総務課　 （22）1234

（注）【救急】　その他=火災+労働災害+運動競技+
　　　　　　 　　　　  加害 +自損行為+転院搬送等
（注）【救助】　その他=自然災害+機械事故+
　　　　　　   　　　　建物事故+ガス事故+爆発等

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 242件 215件 27 件

死　　者　　数 4人 0人 4人

傷　　者　　数 327人 292人 35人

発生場所
マキノ 32
今　津 63
朽　木 4
安曇川 65
高　島 33
新　旭 45

●発生状況（累計）

追　突　57件（23.6％）
出合頭　94件（38.8％）

事故の形態

74件（30.6％）

高齢者（６５歳以上）の事故

●交通事故の特徴

高島市内の交通事故発生状況高島市内の交通事故発生状況 （平成22年12月末現在）（平成22年12月末現在）

一般負傷／35（351）
そ の 他／27（326）

高
島
警
察
署　

（
２
２
）
０
１
１
０

　

昨
年
12
月
中
旬
、
深
夜
に
民
家
を
対
象
と
し

た
盗
難
被
害
等
が
一
夜
に
連
続
８
件
発
生
し
ま

し
た
。

　

発
生
し
た
場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
新
旭
駅
お
よ
び
Ｊ

Ｒ
安
曇
川
駅
付
近
の
一
般
住
宅
で
、
い
ず
れ
も

ド
ア
や
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
侵
入
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
同
種
の
盗
難
被
害
の
発
生
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
「
忍
び
込
み
」
や
「
空
き
巣
狙
い
」、

住
宅
敷
地
等
に
駐
車
中
の「
車
上
狙
い
」や「
自

転
車
・
バ
イ
ク
の
盗
難
」
な
ど
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、「
ア
ラ
ー
ム
付
き
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
」

が
有
効
で
す
。

　

泥
棒
は
、
音
や
光
を
嫌
い
ま
す
。

　
「
ア
ラ
ー
ム
付
き
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
」
は
、

す
る
の
に
、
有
効
で
す
。

　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
比
較
的
安
価
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
取
り
付
け
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

昨
年
末
、
市
内
で
盗
難
被
害
な
ど
が
連
続
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
各
家
庭
で
も
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。　

　２月１日から、道路交通法施行
規則の一部改正により、従来の「高
齢運転者標識（マーク）」が変更
されます。
　70歳以上の運転者が普通自動
車を運転するときは、高齢運転者
マークを車体の前面と後面の所定
の位置につけて運転するように努
めなければならないことになりま
す。
★罰則、反則金、違反点はありま
せん。
★経過措置として、デザイン変更
後も当分の間、変更前の高齢運転
者マークを使うことができます。

《改正後》《従  来》

高齢運転者マーク
が変わります。

２月１日から

※「高齢運転者マーク」の表示義務
　道路交通法では「75歳以上」につ
いて罰則等のある義務としています
が、平成21年４月施行の道交法一部
改正により新設された附則に基づき、
当分の間、この規定は適用されないこ
ととなりました。また、罰則等のない
努力義務の対象が「70歳以上75歳
未満」から「70歳以上」となりました。

泥
棒
撃
退
に
効
果
的

泥
棒
撃
退
に
効
果
的

「
ア
ラ
ー
ム
付
き
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
」

「
ア
ラ
ー
ム
付
き
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
」

・
昼
間
は
、
音
で
不
審
者
を
撃
退

・
夜
間
は
、
光
で
不
審
者
を
撃
退

「出典：神戸少年の町版コモンセンスペアレンティングトレーニング・
マニュアル普及版（野口啓示著）　＜作・イラスト＞のぐちふみこ氏（神
戸少年の町保育士）」

その⑮

子ども家庭相談課　 （25）8517
　または市内各保健センター
滋賀県中央子ども家庭相談センター
　 077（562）1121

相談先

　

平
成
21
年
５
月
か
ら
６
か
月
間
、
今

津
町
桜
町
で
開
室
し
て
い
た
絵
本
の
あ

る
交
流
ス
ペ
ー
ス
《
か
め
の
部
屋
》。

　

平
成
22
年
７
月
か
ら
は
、
高
島
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
今
津
北
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
し
ふ
く
の
杜も
り

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
」

で
開
室
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
季
節
に
あ
っ
た
絵
本
や

お
話
を
楽
し
ん
だ
り
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
伴

奏
で
童
謡
を
歌
っ
た
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
ご
利
用
者
と
一
緒
に
過
ご
し
た
り

…
。
特
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
由
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、
次

の
よ
う
な
お
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

・
普
段
読
ん
で
い
る
絵
本
を
語
り
で
聴

く
と
、
全
く
違
っ
た
雰
囲
気
で
よ

か
っ
た
で
す
。

・
核
家
族
な
の
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

お
年
寄
り
の
方
と
の
交
流
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

絵
本
と
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の

ス
タ
ッ
フ
が

お
待
ち
し
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

赤
ち
ゃ
ん
、
子
ど
も
、
青
年
、
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
＆
お
父
さ
ん
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
＆
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
み
ん
な

で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。
世
代
を
超
え
た

交
流
に
は
、
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す

よ
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

絵
本
と
お
は
な
し

▼
開
室
日　

毎
月
第
１
土
曜
日
と

　
　
　
　
　

第
３
土
曜
日

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場　

所　

し
ふ
く
の
杜
地
域
交
流

　
　
　
　
　

ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　
　
（
今
津
町
桂
８
３
０
番
地
１
）

▼
対　

象　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者

　
　
　
　
　

ま
で　

ど
な
た
で
も

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
絵
本
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

街
づ
く
り
の
会

　

（
２
７
）
８
１
５
６

「
か
め
の
部
屋
」

「
か
め
の
部
屋
」

「なに！　そのバカにした態度は」
「もういいかげんにしなさい、いたずらはやめて」
「お店で、ちゃんとできないの」
「いい、学校で良い子にしているのよ」
　
　これらは、親が子どもによく使う言葉です。し
かし、子どもは親が言いたいことを、本当にその
様な言葉で理解できているのでしょうか。たぶん、
分かっていないでしょう。ほとんどの子どもは具
体的に言われたことしかわからず、抽象的であい
まいな言葉から、すべての意味を推測することは
できないのです。
　子どものしつけを行なうとき、私たちは、子ど
もとわかりやすくコミュニケーションを取らなけ
ればなりません。「ちゃんとできない」「いたずら
な」「責任感がない」といった言葉は、わかりに
くく、具体的な言い回しとは言えません。子ども
にとって、これらの言い回しは混乱しやすく、わ
かりにくい言葉なのです。

＜具体的にわかりやすく伝える方法＞

顔の
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孫
が
い
て　

あ
り
が
た
き
か
な　

参
観
日 

岡
田　

芳
子
（
マ
・
沢
）

偉
ぶ
る
な　

職
を
離
れ
ば　

只
の
人 

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

秋
風
が　

骨
身
に
し
み
る　

雪
間
近 

村
田　

ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

秋
麗　

里
の
匂
い
の　

道
の
駅 

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

我
が
夫　

尊
敬
出
来
た　

世
界
一 

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

デ
モ
の
国　

本
音
が
言
え
ず　

八
ツ
当
た
り 

大
塚　

秀
男
（
安
・
川
島
）

命
日
に　

う
れ
し
き
知
ら
せ　

仏
あ
り 

細
野
紀
代
子
（
マ
・
白
谷
）

束
の
間
の　

月
に
見
付
け
し　

雁か
り
の
竿 

駒
井　

堅
次
（
安
・
北
船
木
）

す
ぎ
去
り
し　

苦
労
を
土
台
に　

今
日
が
あ
る 

上
田　

え
み
（
マ
・
浦
）

小
春
日
に　

紅
葉
尋
ね
て　

寺
詣ま
い
り 

川
本
ヨ
シ
子
（
朽
・
野
尻
）

年
老
い
て　

跳
ね
た
ら
転
ぶ　

う
さ
ぎ
年 

寺
尾　

輝
代
（
新
・
北
畑
）

冠か
ん
せ
つ雪
の　

大だ
い
せ
ん山
仰
ぐ　

ク
ラ
ス
会 

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

今
年
こ
そ　

良
く
な
っ
て
く
れ　

我
が
日
本 

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

酒
を
飲
み　

通
院
し
て
は　

酒
を
飲
む 

上
山　

惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

酷
暑
過
ぎ　

冬
の
寒
さ
が　

身
に
し
み
る 

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

子こ供
喜
び　

両お

や親
も
微
笑
む　

お
年
玉 

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

下
手
で
よ
い　

自
筆
で
賀
状　

五
十
年 

鞍
田　

作
枝
（
新
・
饗
庭
）

野
菜
高　

鍋
の
中
身
が　

薄
く
な
る 

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

紅
葉
は　

美
し
き
か
な　

人
の
波 

小
谷　

ひ
で
（
高
・
高
島
）

役
立
た
ず　

自
然
災
害　

打
つ
手
無
し 

山
本　

京
子
（
高
・
高
島
）

欲
張
り
の　

見
せ
て
み
か
ん
の　

詰
め
放
題 

河
原
田　

勝
（
今
・
岸
脇
）

物
忘
れ　

さ
が
す
め
が
ね
を　

か
け
て
い
る 

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

年
の
暮
れ　

ク
マ
が
出
た
ぞ
と　

大
騒
ぎ 

梅
村　

保
次
（
安
・
四
津
川
）

冬
枯
れ
の　

水
辺
に
寄
り
そ
う　

鴨
親
子 

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

黒
い
犬　

山
か
ら
降
り
た　

ク
マ
に
見
え 

梅
村　

ヒ
デ
（
安
・
今
在
家
）

じ
い
じ
い
の　

還
暦
祝
い　

四
世
代 

講
殿　

よ
ね
（
安
・
藤
江
）

宝
く
じ　

当
た
り
も
せ
ん
の
に　

買
い
に
行
く 

浅
井
き
ぬ
ゑ
（
高
・
武
曽
）

思
ひ
出
は　

和
の
集
い　

宝
船 

沢
井　

美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

秋
深
き　

二
番
穂
伸
び
て　

猿
の
群
れ 

山
本　

節
子
（
朽
・
雲
洞
谷
）

も
う
一
息　

掃
除
も
念
入
り　

年
の
暮
れ 

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

消
火
器
の
訪
問
販
売
に

注
意
！

生
活
相
談
課　

（
２
５
）
８
１
２
５

　
「
回
収
や
点
検
」
な
ど
と
告
げ
て
、

「
消
火
器
を
販
売
す
る
」
と
い
う
目

的
を
隠
し
て
訪
問
し
て
く
る
手
口
で

す
。
消
防
署
職
員
を
名
乗
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
消

防
署
で
は
消
火
器
の
回
収
や
販
売
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

訪
問
販
売
で
購
入
し
た
と
き
は
、
契
約
書
面
受
領
日

か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
除
）

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
販
売
業
者
の
名
前
や
連
絡
先

が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
支
払
っ
た
代
金
を
返
し
て
も

ら
う
こ
と
は
困
難
で
す
の
で
、
安
易
に
購
入
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
期
限
の
切
れ
た
消
火
器
は
、
一
般
の
ご
み
回

収
に
は
出
せ
ま
せ
ん
の
で
、
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
お

近
く
の
販
売
店
や
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

自
宅
に
男
性
が
「
古
い
消
火
器
を

回
収
し
て
い
ま
す
」
と
訪
問
し
て
き

た
。
家
に
あ
っ
た
消
火
器
を
見
せ
る

と
、
期
限
が
切
れ
て
い
る
の
で
処
分
し
た
ほ
う
が

よ
い
と
言
わ
れ
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
新
し
い
消

火
器
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。
近
く
の
店
で
同
じ
も

の
を
安
く
売
っ
て
い
た
の
で
、
返
品
し
た
い
。

▼
相
談
事
例

「
燃
え
る
ご
み
」
と
し
て
出
せ
る
ご
み

　

燃
え
る
ご
み
は
環
境
セ
ン
タ
ー

の
焼
却
施
設
で
燃
や
し
て
い
ま

す
。
17
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で

は
、減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

20
・
21
年
度
と
横
ば
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。

環
境
政
策
課　

（
２
５
）
８
１
２
３

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　
（
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
ナ
イ
ロ
ン
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ラ
ッ
プ
）

●
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

●
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

●
生
ご
み
（
十
分
に
水
切
り
を
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
衛
生
用
品
（
紙
お
む
つ
な
ど
）

●
布
（
シ
ー
ツ
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
長
い
も
の
は
、
40
㎝
以

内
に
切
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
革

●
ゴ
ム

●
く
つ

●
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

●
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
・
チ
ャ
ッ
カ
マ
ン

　
（
ガ
ス
を
使
い
切
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

●
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
紙
類

・
大
き
い
も
の
は
、
袋
に
入
る
大
き
さ
に
破
砕
し
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
長
い
物
は
、
40
㎝
以
内
に
切
断
し
て
か
ら
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

（
糸
く
ず
な
ど
の
長
い
も
の
を
切
ら
ず
に
丸
め
て
出
さ
れ
る

と
、
環
境
セ
ン
タ
ー
の
破
砕
機
に
引
っ
掛
か
り
、
故
障
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
必
ず
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

今
も
ま
だ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
古

紙
類
な
ど
が
燃
え
る
ご
み
と
し
て

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
「
燃

え
る
ご
み
」
に
は
何
が
出
せ
る
の

か
を
確
認
し
て
分
別
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が

け
で
、
燃
え
る
ご
み
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

燃える
ごみ注  意

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
古
紙
類
は
、

分
別
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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５４

　65歳以上の方の介護予防教室です。
どの会場でも参加できますので、お気軽
にお越しください。
▼時　間　10時～正午
▼持ち物　お茶、タオル
各保健センター

※申し込みは不要です。

元気カレッジ　２月の予定

　介護者同士の情報交換の時間を持ち、身も
こころもリフレッシュさせ、日頃の不安や悩
みを解消しましょう。
▼日　時　２月９日（水）11時～15時頃
▼場　所　今津東コミュニティセンター
▼内　容　ドライフラワーでアレンジメント
▼参加費　昼食代（１，０００円程度）
▼申込方法
　開催日前日までに各地域包括支援センター
までお申し込みください。

家族介護教室の２月の予定

　

人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
機
能

全
体
を
「
生
活
機
能
」
と
い
い
ま

す
。
特
に
高
齢
期
で
は
自
立
し
た

生
活
を
維
持
す
る
能
力
は
重
要
で

あ
り
、世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
生
活
機
能
の
自
立
を
高
齢
期
の

健
康
の
指
標
と
す
る
こ
と
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。

　

日
々
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

は
、
歩
く
こ
と
や
食
事
、
着
替
え
、

入
浴
、
排
せ
つ
、
整
容
（
洗
面
・

開 催 日 場　所 内　容
２月14日（月） 今津保健センター 転ばぬ先の体力づくり２月28日（月） 安曇川保健センター

結果をお知らせし
ます。
介護予防の教室や
相談をご案内しま
すので、積極的に
介護予防に取り組
みましょう。

結果をお知らせし
ます。
これからも介護予
防に取り組み、元
気な生活を送りま
しょう。

生活機能の低下が

場合疑われる
生活機能の低下が

場合な　い

問診票の判定を
行います。

健康福祉
センター

整
髪
な
ど
）
な
ど
の
基
本
的
な
能

力
の
ほ
か
に
、
交
通
機
関
の
利
用

や
電
話
の
応
対
、
買
物
、
食
事
の

支
度
、
掃
除
、
洗
濯
、
服
薬
管
理
、

金
銭
管
理
な
ど
の
よ
り
複
雑
な
機

能
、
さ
ら
に
は
状
況
に
対
応
す
る

能
力
や
社
会
的
役
割
を
担
う
能
力

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
も
大
切
で

す
。

　
「
お
た
っ
し
ゃ
問
診
」
は
、
そ

う
い
っ
た
機
能
（
生
活
機
能
）
が

衰
え
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護

予
防
に
取
り
組
み
、
自
分
ら
し
く

生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
、
お
た
っ
し
ゃ
問
診
で
生
活

機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

「おたっしゃ問診」を２月 28日までに
提出してください。

＊…平成 23 年４月
１日時点で 65 歳以
上の方
（要支援・要介護認
定を受けている方、
施設へ入所されてい
る方を除く）

　返信用封筒で返送していただくか、最寄の保健
センター（朽木は支所）に提出してください。

「おたっしゃ問診」の当て
はまる方に「○」をします。

65 歳以上の方（＊）に
「おたっしゃ問診」が届きます

　今回は、「お
たっしゃ問診」
が届いた方全員
提出をお願いし
ます。

月中旬頃２

おたっしゃ問診の流れ

お
た
っ
し
ゃ
問
診
で
、

お
た
っ
し
ゃ
問
診
で
、

　
　
　

生
活
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
　
　

生
活
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
！

お
じ
い
さ
ん

は
、
足
腰
が

達
者
だ
ね
ぇ

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
元
気
な
笑
顔
の
た
め
に
、

母
子
健
康
手
帳
を
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
法
定
予
防
接
種

（
１
類
）
は
、
対
象
年
齢
で
あ
れ
は
無
料
で
接
種
で
き
る
予
防

接
種
で
す
。
ま
た
、
社
会
全
体
で
一
定
の
接
種
率
を
確
保
す
る

こ
と
が
、
感
染
症
の
発
生
や
ま
ん
延
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
の
表
を
参
考
に
未
接
種
の
場
合
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立

て
て
計
画
的
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

法定予防接種名

※注1・・・麻しん風しん混合の３・４期は、平成20年度から５年間だけの特例措置で、 対象
年齢を過ぎると有料（全額自己負担）になります。３月末までに接種を受けましょう。
※注２・・・日本脳炎１期・２期は、平成17年５月30日以降、積極的勧奨が差し控えられて
いましたが、平成22年４月１日以降、３歳児への初回接種について積極的な勧奨が再開され、
平成22年８月27日以降は、第２期の接種が可能となり、また第１期で接種を控えていた人も、
第１・２期の対象年齢で残りの回数を定期接種として受けられることになりました。

予防接種名 回数 対象年齢 標準的な接種期間
ポリオ
（小児まひ）

2 生後3か月～ 90か月未満 生後3か月～18か月未満

三種混合１期
 （ジフテリア・
　 百日咳・破傷風）

3 初回
生後3か月～ 90か月未満

生後3か月～12か月未満

1 追加 初回終了後、12か月～18か月未満

二種混合２期
（ジフテリア・破傷風）

1 11歳～13 歳未満 11歳～12 歳未満

ＢＣＧ
（結核） 1 生後６か月未満

（特別な事情によりやむを得ないと認められる場合には、１歳未満）

麻しん風しん
混合

（ＭＲ混合）

1 1期 生後12か月～24か月未満 対象年齢のできるだけ早期
に接種

1 2期 ５歳～７歳未満 保育園年長相当年齢
1 3期 中学1年生相当年齢　※注1
1 4期 高校3年生相当年齢　※注1

日本脳炎１期
※注２

2 初回 生後６か月～ 90か月未満 ３歳～４歳未満

1 追加 生後６か月～ 90か月未満 ４歳～５歳未満（初回終了後、
おおむね１年おく）

日本脳炎２期
※注２

1 9 歳～13歳未満 ９歳～10 歳未満

法定外予防接種
（任意接種）

法定予防接種
（定期接種）

予防接種

個別接種
※注３

・子宮頸がん
・ヒブ
・肺炎球菌

個別接種

《１類疾病》
�・三種混合
　　（ジフテリア・破傷風・百日咳）
�・二種混合（ジフテリア・破傷風）
�・ＢＣＧ（結核）
�・ＭＲ混合（麻しん風しん）
�・日本脳炎
《２類疾病》
�・季節性インフルエンザ
65歳以上の者
60歳以上の障がい者（１級相当）

集団接種 ポリオ（小児まひ）
▼高島市が費用助成を行っている
　予防接種の種類

※注３・・・子宮頸がん、ヒブ、肺炎球菌は、平成23年１月４日から対象年齢で希望される方
は無料で接種できます。（詳しくは広報１月号をご覧ください。）
［お詫びと訂正］広報たかしま１月号の健康推進課の問い合わせ先が間違っていました。
　　　　　　　お詫びして訂正いたします。　［正］（25）8078　［誤］（25）8087

★臨時接種・・・緊急の必要があると認められた場合⇒新型インフルエンザ

法
定
予
防
接
種
を

法
定
予
防
接
種
を

　
　

受
け
ま
し
ょ
う

　
　

受
け
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
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12月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

　

公
立
高
島
総
合
病
院
で
は
平
成
20
年
９
月

か
ら
助
産
師
指
導
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
妊
娠
・
出
産
は
病
気
で
は
な
く
正
常

な
経
過
を
た
ど
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
妊

婦
さ
ん
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
中
に
は
一
人
悶
々
と
悩
ん
で
お
ら
れ
る

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
医
学
的
に

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
持
っ
た
妊
婦
さ
ん
も

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

患
者
さ
ん
は
必
ず
し
も
正
常
な
経
過
を
た
ど

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ひ
と
り

ひ
と
り
に
対
し
て
そ
の
思
い
を
知
り
、妊
娠
・

出
産
に
お
け
る
専
門
的
な
相
談
・
指
導
を
行

う
こ
と
で
、
順
調
で
快
適
な
妊
娠
期
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
の
外
来
を
開
設

致
し
ま
し
た
。

　

当
院
産
婦
人
科
外
来
は
火
曜
日
と
金
曜
日

が
妊
婦
健
診
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は

病
棟
の
助
産
師
が
医
師
の
診
察
の
あ
と
に
一

人
約
10
分
か
ら
30
分
間
保
健
指
導
を
行
い
ま

す
。
特
に
妊
娠
週
数
に
応
じ
た
要
点
、
出
産

へ
の
心
構
え
、
不
安
な
ど
、
そ
の
人
に
合
っ

た
き
め
細
か
な
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
渡

し
し
、
週
数
に
よ
っ
て
は
分
娩
監
視
装
置
を

装
着
し
て
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
張
り
や
赤

ち
ゃ
ん
の
様
子
も
観
て
い
き
ま
す
。
妊
婦
さ

ん
か
ら
は「
助
産
師
さ
ん
だ
と
尋
ね
や
す
い
」

「
専
門
的
な
内
容
な
の
で
納
得
で
き
る
」「
心

配
な
こ
と
を
聞
い
て
も
ら
え
た
か
ら
ホ
ッ
と

し
た
」と
い
う
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
は
女
性
の
一
生
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
に
そ

し
て
安
心
し
て
出
産
し
て
い
た
だ
く
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

公立高島総合病院　 （36）0220

妊
婦
さ
ん
の
不
安
を
和
ら
げ
ま
す

―
助
産
師
指
導
外
来
―

　将来看護師、助産師、保健師になって一定期間
病院で働いてくださる方に修学中における修学資
金を貸与しています。

▼対象者
　看護師等の免許取得後に公立高島総合病院に就
職していただける方で、保健師、助産師、看護師
法の規定に基づき指定を受けた学校に在学する方
▼修学資金貸与額
　学校の規定の修学期間　年60万円 (無利子 )
▼修学資金返還の免除
　学校を卒業した日から１年を経過するまでに免
許を取得し、直ちに公立高島総合病院の職員とし
て引き続き３年間業務に従事したときは、返還を
免除します。
★お問合せは経営支援課までご連絡ください。

　昨年11月から、クレジットカードによる診療
費の支払いが可能になりました。休日、夜間問わ
ず救急医療や入院診療費の支払いについても窓口
でご利用いただけます。

▼使用可能なカード
　・VISA（ビザカード）
　・DC（ディーシーカード）
　・MasterCard（マスターカード）
　・AMEX（アメリカン・エクスプレスカード）
　・JCB（ジェーシービーカード）
　・DinersClub（ダイナースクラブカード）

▼ご注意
・売店や食堂での支払いにはご利用いただけませ
ん。

・万一、カードでのお支払いができない場合はお
手数ですが改めて現金でお支払い願います。

診療費の支払いに診療費の支払いに
クレジットカードが利用可能にクレジットカードが利用可能に

看護師等学生に修学資金を貸与看護師等学生に修学資金を貸与

＜伊東医師からひとこと＞
　心臓血管外科の常勤医として赴任しまし
た。専門領域のほか生活習慣病などの診療
を通して地域医療に貢献できればと思いま
す。よろしくお願いします。

心臓血管外科を設置！心臓血管外科を設置！

　１月から心臓血管外科常勤医師

　　　　　　　　　医師が着任しました。伊
い と う

東　正
まさふみ

文

・
平
成
23
年
度
高
島
市
教
育
行
政
基

本
方
針
作
成
に
つ
い
て

・
平
成
23
年
度
主
要
事
業
の
当
初
予

算
要
求
に
つ
い
て

・
社
会
教
育
委
員
と
の
懇
談
に
つ
い

て
・
平
成
22
年
12
月
市
議
会
定
例
会

（
一
般
質
問
）
に
お
け
る
教
育
委

員
会
関
連
事
項
に
つ
い
て

▼
主
な
協
議
・
報
告
事
項

　

平
成
23
年
度
か
ら
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
に
よ
り
、
小
学
校
で
の
外
国

語
活
動
が
、
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
議　

案　

・
高
島
市
小
学
校
英
語
活
動
指
導
助

手
雇
用
実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示
案

　

小
学
校
英
語
活
動
指
導
助
手

が
、
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
の

基
準
に
つ
い
て
、見
直
し
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
「
誰
と
で
も
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と
う
と
す

る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
」
を
目
指
し

た
年
間
指
導
計
画
に
基
づ
き
、
低
学

年
で
年
間
10
時
間
、
中
学
年
で
17
時

間
、
高
学
年
で
35
時
間
を
基
準
と
し

て
英
語
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
英
語
活
動
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

も
つ
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
体

感
し
、
友
達
の
新
た
な
よ
さ
を
発
見

す
る
な
ど
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
英
語
を
母
国
語
と
す
る
小

学
校
英
語
活
動
指
導
助
手
（
Ｔ
Ｅ
Ｅ

Ａ
）
ま
た
は
、外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
を
小
学
校
に
派
遣
し
、
子
ど

も
た
ち
が
英
語
の
音
声
や
基
本
的
な

表
現
に
慣
れ
親
し
み
、
体
験
的
に
外

国
の
文
化
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

学
級
担
任
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
（
協
同
で
授
業
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ａ
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

の
ふ
れ
合
い
を
通
し
て
、
世
界
に
は

様
々
な
言
葉
や
文
化
が
あ
る
こ
と
に

気
付
き
、
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
、
世

界
の
人
々
と
と
も
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
の

育
成
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

５
人
の
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ａ
と
１
人
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
は
、
担
当
す
る
小
学
校
で
子
ど
も

た
ち
と
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
担
任
の
教
師
と
と
も
に
楽
し

い
英
語
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①レジナルド・
　ソリアーノ
②アメリカ
　（アラスカ）
③高島小
　青柳小
　本庄小

①ケンジ・リー
②アメリカ
　（ハワイ）
③今津西小
　安曇小
　広瀬小

①トーマス・
　アンドリュー・
　イーソン
②アメリカ
　（ジョージア）
③朽木東小
　朽木西小

（ALT）
①ピーター・
　マーシャル
②カナダ
③新旭北小
　新旭南小

①ナタリア・
　ウレア
②アメリカ
　（ニューヨーク）
③今津東小
　今津北小

①ミリアム・
　グランドマーン
②アメリカ
　（ペンシルベニア）
③マキノ東小
　マキノ西小
　マキノ南小
　マキノ北小

ＴＥＥＡ・ＴＥＥＡ・

ＡＬＴＡＬＴのの皆さん皆さん
①名前　②出身国　③担当小学校

小
学
校

小
学
校
でで

楽
し
い

楽
し
い
英
語
活
動

英
語
活
動

12
月
20
日
開
催

第
12
回
定
例
会
報
告

　

お
も
し
ろ
い
ビ
デ
オ
を
使
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
英
語

の
時
間
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
中
学
生
に
な
っ
た
ら
ど

ん
ど
ん
使
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

す
ご
ろ
く
が
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
こ
と
と
楽

し
み
な
が
ら
英
語
が
覚

え
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
お
化
け
の
ま

ね
っ
こ
を
し
た
の
が
と
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
い
っ
ぱ
い
英
語
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

（
学
校
教
育
課
）

子どもたちの感想の一部子どもたちの感想の一部

　

わ
た
し
が
一
番
楽
し

か
っ
た
の
は
、
フ
ル
ー

ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
す
。

英
語
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ

言
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
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平
成
22
年
・
23
年
度
の
入
札
参
加
資
格

申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
平

成
23
年
度
分
の
追
加
申
請
の
受
付
を
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
詳
し
い
申
請
内
容
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
島
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

▼
受
付
期
間

　
　

２
月
３
日
（
木
）
〜
２
月
22
日
（
火
）

※
水
曜
日
お
よ
び
閉
庁
日
は
除
き
ま

す
。

　

▼
受
付
時
間

　
　

９
時
〜
17
時

　

▼
受
付
場
所

高
島
市
役
所　

本
庁
２
階　

契
約
検

査
課

契
約
検
査
課

　

（
２
５
）
８
５
０
１

　

交
通
災
害
共
済
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が

わ
ず
か
な
掛
金
を
出
す
こ
と
に
よ
り
、
不

幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
に
、

傷
害
の
程
度
に
応
じ
て
見
舞
金
を
送
り
救

済
し
よ
う
と
す
る
共
済
制
度
で
す
。
万
一

の
交
通
事
故
に
そ
な
え
て
加
入
し
ま
し
ょ

う
。

　

▼
加
入
資
格

　

市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人

登
録
の
あ
る
方
、
市
内
に
勤
務
ま
た

は
在
学
し
て
い
る
方
。

　

▼
加
入
方
法
・
申
込
先

　

最
寄
り
の
支
所
ま
た
は
新
旭
振
興

室
で
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
掛
金
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
共
済
期
間
の
開
始
前
に
死
亡
、
ま

た
は
誤
っ
て
同
一
人
が
重
複
加
入

し
た
場
合
は
、
掛
金
が
還
付
さ
れ

ま
す
。

　

▼
共
済
期
間

　
　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
31
日

※
４
月
１
日
以
降
に
加
入
さ
れ
る
場

合
は
、
申
込
み
の
翌
日
か
ら
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　

▼
掛　

金　

　
　

一
人
当
た
り
５
０
０
円
（
年
額
）

交
通
対
策
課

　

（
２
２
）
０
０
５
８

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
な
い
低
所
得

の
世
帯
に
対
し
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と
な

っ
て
い
る
世
帯

　

▼
支
援
の
対
象

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き

ず
、
①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助

を
受
け
て
い
る
世
帯
、
②
障
が
い
者

が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
全
員
が
市
町

村
民
税
非
課
税
の
世
帯
、
③
社
会
福

祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
世
帯
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯
が
対
象
で

す
。

　

▼
支
援
内
容

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡
易

な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を
無
償
給

付
し
、
対
象
世
帯
を
訪
問
し
て
チ
ュ

ー
ナ
ー
の
設
置
を
行
い
ま
す
。
ア
ン

テ
ナ
改
修
等
が
必
要
な
場
合
は
無
償

で
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援　

　

▼
支
援
の
対
象

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
て

い
な
い
世
帯
で
、「
世
帯
全
員
が
市

町
村
民
税
非
課
税
の
世
帯
」
が
対
象

で
す
。

（
※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
放
送
受
信
契
約
が

必
要
で
す
。）

　

▼
支
援
の
内
容

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
簡
易

な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を
無
償
給

付
し
ま
す
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

設
置
方
法
や
操
作
方
法
を
電
話
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。（
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

訪
問
設
置
、
ア
ン
テ
ナ
改
修
等
は
行

い
ま
せ
ん
。）

建
設
工
事
等
入
札
参
加

　
　

資
格
申
請
の
追
加
受
付

交
通
災
害
共
済
に

　
　
　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

地
デ
ジ
視
聴
の
た
め
の

　
　
　
　

低
所
得
世
帯
支
援

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
で
前

納
（
ま
と
め
て
納
付
）
す
る
と
、
保
険
料
の
割
引

が
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

　

４
月
分
か
ら
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で
「
１
年

前
納
」
ま
た
は
「
６
か
月
前
納
」
す
る
こ
と
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
２
月
末
ま
で
に
口
座
振
替
を

希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
大
津
年

金
事
務
所
で
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

で
あ
っ
て
も
、
振
替
方
法
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

★
平
成
23
年
度
の
保
険
料
は
、
２
月
に
告
示
の
予

定
で
す
。

国民年金保険料は、
口座振替でまとめて前納がお得！

　大津年金事務所では、「予約制による年金
相談」を開催します。
▼日　時　２月24日（木）10時～16時
▼場　所　安曇川公民館

 一日年金相談所 一日年金相談所保
険
年
金
課　

　

（
２
５
）
８
１
３
７

クレジットカードによる
納付もできます

　

保
険
料
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も
で
き

ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
と
は
、
保
険
料
を
定

期
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
被
保
険
者
に
代
わ
っ

て
支
払
い
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
カ
ー
ド
会
員

に
請
求
す
る
方
法
で
す
。

　

納
付
方
法
は
、「
毎
月
納
付
（
割
引
な
し
）」、「
１
年
前

納
」、「
６
か
月
前
納
」
の
３
種
類
で
す
。
な
お
、
１
年
前

納
お
よ
び
６
か
月
前
納
の
割
引
額
は
、
納
付
書
に
よ
る
現

金
納
付
の
場
合
と
同
様
で
す
。（
※
口
座
振
替
よ
り
割
引

額
は
少
額
と
な
り
ま
す
。）

　

た
だ
し
、
過
去
の
未
払
い
分
お
よ
び
、
保
険
料
の
一
部

を
免
除
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

な
お
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お
支
払
回
数
は
、

１
回
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
市
役
所
保
険
年
金
課
、
最
寄
り
の
支
所
窓

口
ま
た
は
大
津
年
金
事
務
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼申込方法
　平日の８時30分から17時まで
に、次の予約専用電話でお申し込み
ください。
　◎大津年金事務所
　　 077（521）1489
※この電話では予約以外のご用件はお受け出来ません。
※定員になり次第、締め切ります。

お気軽に
ご利用く
ださい！

口座振替を利用した場合の保険料額（22年度）参考参考

★クレジットカードを利用した場合
　の保険料額（22年度）参考参考

４月分から翌年３月分までの保険料
を４月末に立替納付

　前納保険料額　１７７，９８０円
　　　　割引額　　　３，２２０円

４月分から９月分までの保険料を４
月末に、10月分から翌３月分まで
の保険料を10月末に立替納付

　前納保険料額　　８９，８６０円
　　　　割引額  　　　　７４０円

毎月末日に当月分の保険料を立替納
付（割引なし）

　　　保険料額　　１５，１００円

１年前納

６か月
　前納

毎月納付

４月分から翌年３月分までの保険料を
４月末に振替え

　　前納保険料額　１７７，４００円
　　　　　割引額　　　３，８００円

４月分から９月分までの保険料を４月末に、
10月分から翌年３月分までの保険料を10
月末に振替え
　　前納保険料額　　８９，５７０円
　　　　　割引額　　　１，０３０円

毎月の保険料を当月末に振替え

　　早割保険料額　　１５，０５０円
　　　　　割引額　　　　  　５０円

毎月の保険料を翌月末に振替え（割引なし）

　　　　保険料額　　１５，１００円

１年前納

６か月
　前納

早割制度

翌月振替

お得 !
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《
申
込
方
法
等
》

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
付
し
て
総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ

ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
電
話
等
で
総
務

省 

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー
か
ら
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

高
島
市
役
所
情
報
統
計
課
お
よ
び
各
支
所

に
も
置
い
て
い
ま
す
。

《
制
度
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は･･･
》　

○
支
援
制
度
に
つ
い
て

総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー

　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

　
　

へ
の
支
援

　
　

０
５
７
０
ー
０
３
３
８
４
０

　

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

　
　

０
５
７
０
ー
０
２
３
７
２
４

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
、
放
送
受
信

料
免
除
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
に
つ

い
て

　
　

０
５
７
０
ー
０
０
０
５
８
８

　

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
に
つ
い
て

　
　

０
５
７
０
ー
０
７
７
０
７
７

情
報
統
計
課

　

（
２
５
）
８
５
２
７

　

平
成
23
年
７
月
の
テ
レ
ビ
の
地
上
放
送

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
あ
た
り
、現
在
「
ア
イ
・

ド
ラ
ゴ
ン
Ⅰ
、
ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン
Ⅱ
」
と

い
う
名
称
の
聴
覚
障
害
者
用
情
報
受
信
装

置
を
お
使
い
の
方
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
字

幕
・
手
話
機
能
お
よ
び
地
上
波
ア
ナ
ロ
グ

文
字
放
送
デ
コ
ー
ダ
ー
機
能
が
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
機
種
（
ア
イ
・
ド
ラ
ゴ
ン
Ⅲ
）

と
交
換
し
ま
す
の
で
、
前
記
機
種
を
お
持

ち
の
方
で
、交
換
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

市
役
所
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
（
朽
木
地
域
は
朽
木
支
所
）
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

障
害
福
祉
課　

（
２
５
）
８
５
１
６

　

ご
家
庭
で
ご
不
要
に
な
っ
た
車
い
す
や

シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
、
介
護
用
ベ
ッ
ド
等

の
使
用
可
能
な
福
祉
機
器
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
ろ
ん
」

で
は
、
福
祉
機
器
を
有
効
利
用
す
る
た

め
、
譲
り
た
い
方
か
ら
譲
っ
て
ほ
し
い
方

に
情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
譲

っ
て
い
た
だ
け
る
福
祉
機
器
を
探
し
て
い

ま
す
。
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
福
祉
機
器
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。特
に
、

車
い
す
の
希
望
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ご
自

宅
に
眠
っ
て
い
る
車
い
す
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
ろ
ん
」

　

（
２
２
）
４
０
４
１

　

高
島
市
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
市
民
と
行
政
が

協
力
し
て
地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
や
課
題
解

決
の
事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
旧
町
村
の

地
域
単
位
で
「
地
域
審
議
会
」
と
「
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

両
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
あ

た
り
、次
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
高
島
市
地
域
審
議
会
公
募
委
員
】

　

▽
地
域
審
議
会
の
役
割

１
．
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
合
併

前
の
各
町
村
の
区
域
に
関
す
る
事

項
を
審
議
し
、
市
長
に
答
申
し
ま

す
。

⑴
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
関
す

る
事
項

⑵
新
市
建
設
計
画
の
執
行
状
況
に

関
す
る
事
項

⑶
地
域
振
興
の
た
め
の
基
金
の
活

用
に
関
す
る
事
項

⑷
新
市
の
基
本
構
想
の
作
成
お
よ

び
変
更
に
関
す
る
事
項

⑸
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

事
項

２
．
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て

審
議
し
、
市
長
に
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格

平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
で
、
次
の

項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

⑴
年
齢
満
20
歳
以
上
の
方

⑵
各
地
域
審
議
会
設
置
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
方

⑶
市
議
会
議
員
ま
た
は
市
職
員
以

外
の
方

　

▽
募
集
人
数

各
地
域
3
人
（
委
員
総
数
は
各
地
域

15
人
前
後
）

※
お
住
ま
い
の
地
域
（
各
支
所
・
振

興
室
単
位
）
ご
と
の
募
集
で
す
。

　

▽
委
員
任
期

　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
25
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

　

▽
報　
　

酬

　
　

会
議
参
加
１
回
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　

５
，
５
０
０
円

【
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
公
募
委
員
】

　

▽
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
役
割

⑴
担
当
区
域
に
お
け
る
各
種
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
推
進

⑵
自
治
会
や
各
種
ま
ち
づ
く
り
団

体
と
の
意
見
調
整
、
活
動
支
援

聴
覚
障
害
者
用

　
　

情
報
受
信
装
置
の
給
付

⑶
担
当
区
域
内
に
お
け
る
本
市
の

施
策
に
関
す
る
事
項

　

▽
応
募
資
格

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
広
い

視
野
に
立
っ
て
建
設
的
な
ご
意
見
、

ご
提
案
や
事
業
実
施
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
方
で
、
平
成
23
年
３
月

31
日
現
在
で
次
の
項
目
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

⑴
年
齢
満
18
歳
以
上
の
方

⑵
各
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
設
置
区

域
内
に
住
所
を
有
す
る
方

⑶
市
議
会
議
員
ま
た
は
市
職
員
以

外
の
方

　

▽
募
集
人
数

各
地
域
３
人
（
委
員
総
数
は
各
地
域

10
人
前
後
）

　

▽
委
員
任
期

平
成
23
年
４
月
１
日
〜

平
成
25
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

　　
　

※
無
報
酬

※
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
過
去
の
取

り
組
み
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
地

域
自
治
組
織
」
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

各
審
議
会
・
委
員
会
ご
と
に
所
定
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お

住
ま
い
の
地
域
の
各
支
所
（
新
旭
地
域

は
新
旭
振
興
室
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
要
項
・
応
募
用
紙
は
各
支
所
（
振
興

室
）
ま
た
は
市
民
活
動
支
援
課
で
配

布
の
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
締
切　

２
月
21
日
（
月
）

※
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
を
除
き

ま
す
。
郵
送
の
場
合
も
21
日
必
着
で

お
願
い
し
ま
す
。

▼
選
考
方
法
等

　

書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す
。
結
果
は

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

　

市
民
活
動
支
援
課

　

（
２
５
）
８
５
２
６

・

マ
キ
ノ
支
所　

（
２
７
）
１
１
２
１

今
津
支
所　

（
２
２
）
２
５
５
１

朽
木
支
所　

（
３
８
）
２
３
３
１

安
曇
川
支
所　

（
３
２
）
１
１
３
１

高
島
支
所　

（
３
６
）
１
１
２
１

新
旭
振
興
室　

（
２
５
）
８
１
０
０

　

高
島
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

23
年
度
に
行
わ
れ
る
選
挙
の
期
日
前
投
票

所
お
よ
び
投
票
所
の
投
票
立
会
人
を
募
集

し
ま
す
。

　

応
募
で
き
る
の
は
、
高
島
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

▼
仕
事
の
内
容

投
票
所
で
投
票
が
公
正
か
つ
適
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
立
ち
会
う
仕
事

　

▼
立
会
い
の
場
所

　
　
〈
期
日
前
投
票
所
〉

高
島
市
役
所
ま
た
は
各
支
所
の
い
ず

れ
か
の
期
日
前
投
票
所
（
原
則
居
住

さ
れ
て
い
る
地
区
の
期
日
前
投
票

所
）

　
　
〈
選
挙
当
日
の
投
票
所
〉

ご
自
身
が
い
つ
も
投
票
し
て
い
る
投

票
所

※
期
日
前
投
票
所
お
よ
び
投
票
所
に

は
、
常
に
投
票
管
理
者
１
人
、
投

票
立
会
人
２
人
、
事
務
従
事
者
２

〜
５
人
が
投
票
事
務
に
従
事
し
ま

す
。

　

▼
立
会
い
の
日

　
　
〈
期
日
前
投
票
所
〉

告
示
日
ま
た
は
公
示
日
の
翌
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で

　
　
〈
選
挙
当
日
の
投
票
所
〉

　
　

投
票
日
当
日

　

▼
立
会
い
の
時
間

　
　
〈
期
日
前
投
票
所
〉

　
　

８
時
30
分
〜
20
時

　
　
〈
選
挙
当
日
の
投
票
所
〉

　
　

７
時
〜
20
時

　
　

※
一
部
時
刻
の
繰
上
有

　

▼
報
酬
額

　
　
〈
期
日
前
投
票
所
〉　

　
　
　

９
，
５
０
０
円

　
　
〈
選
挙
当
日
の
投
票
所
〉

　
　

１
０
，
７
０
０
円

※
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

▼
そ
の
他

・
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

・
立
会
い
を
お
願
い
す
る
日
は
、
あ
ら

か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
か

ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

▼
申
込
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
、
高
島
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
た
は
各
支
所
で
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
ご
提
供
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
、
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
し

ま
せ
ん
。

　

▼
申
込
期
限

　
　

２
月
21
日
（
月
）
必
着

・

高
島
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　

〒
５
２
０
ー
１
５
９
２　
　
　
　

　
　
　

高
島
市
新
旭
町
北
畑
５
６
５
番
地

　
　
　
　
　
　

高
島
市
役
所
行
政
課
内

　

（
２
５
）
８
０
０
０

　

（
２
５
）
８
１
０
１

福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

地
域
審
議
会
・
ま
ち
づ
く
り

　

委
員
会
公
募
委
員
募
集

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
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高
島
市
で
は
、
市
指
定
ご
み
収
集
袋
へ

有
料
広
告
を
掲
載
さ
れ
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 
 

　

▼
有
料
広
告
物
の
規
格
等　

枠
数
は
１
枚
に
つ
き
１
枠
で
、
単
色

（
写
真
不
可
）
で
す
。

○
一
般
家
庭
用
ご
み
収
集
袋
（
大
）、

事
業
所
用
ご
み
収
集
袋
（
大
）

広
告
寸
法
：
縦
１
０
０
㎜
×
横

４
０
０
㎜

○
一
般
家
庭
用
ご
み
収
集
袋
（
手
提

げ
Ｕ
）、（
小
）
お
よ
び
事
業
所
用

ご
み
収
集
袋
（
特
大
）

広
告
寸
法
：
縦
70
㎜
×
横
２
５
０

㎜

　

▼
広
告
掲
載
料
（
税
込
）

　
　

一
般
家
庭
用
ご
み
収
集
袋

　
　

・
手
提
げ
大　

９
７
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
４
７
５
，
０
０
０
枚
作
成
）

　　
　

・
大　
　
　

１
０
８
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
５
８
５
，
０
０
０
枚
作
成
）

　
　

・
小　
　
　
　

６
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
１
５
５
，
０
０
０
枚
作
成
）

　
　

事
業
所
用
ご
み
収
集
袋

　
　

・
特
大　
　
　

５
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
３
０
，
０
０
０
枚
作
成
）

　
　

・
大　
　
　
　

７
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
２
０
２
，
５
０
０
枚
作
成
）

　

▼
広
告
掲
載
期
間

販
売
開
始
か
ら
広
告
を
掲
載
し
た
指

定
ご
み
袋
の
在
庫
が
無
く
な
る
ま
で

　

▼
募
集
期
間

　
　

２
月
28
日
（
月
）
ま
で

　

▼
申
込
方
法

広
告
掲
載
申
込
書
（
様
式
第
１
号
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
広
告

の
原
稿
を
添
え
て
、
環
境
政
策
課
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
込
書
に
は

希
望
す
る
指
定
ご
み
袋
の
種
類
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
広
告
掲
載
申
込
書
は
、
環
境
政
策

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

　

▼
広
告
掲
載
基
準

「
高
島
市
広
告
掲
載
に
関
す
る
取
扱

要
綱
」、「
高
島
市
広
告
掲
載
基
準
」

お
よ
び
「
高
島
市
指
定
ご
み
収
集
袋

有
料
広
告
物
掲
載
に
関
す
る
取
扱
要

領
」
に
準
じ
ま
す
の
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

環
境
政
策
課

　

（
２
５
）
８
１
２
３

　

子
ど
も
の
体
験
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
第
７
回
・
８

回
の
受
講
者
を
募
集
中
で
す
。
子
ど
も
の

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

受
講
で
き
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

《
第
７
回
》

　

▼
日　

時　

　
　

２
月
26
日
（
土
）　

９
時
〜
14
時

　

▼
場　

所

　
　

安
曇
川
公
民
館

　

▼
内　

容

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
体
験
と
交
流
会

（
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

　
　
　

講
師
：
坂
本
由
貴
枝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
自
然
観
察
指
導
員
）

 

《
第
８
回
》

　

▼
日　

時

　
　

３
月
５
日
（
土
）
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

▼
場　

所

　
　

安
曇
川
公
民
館

　

▼
内　

容

子
ど
も
の
体
験
活
動
を
企
画
し
て
み

よ
う
！

　
　
　

講
師
：
稗
田
雄
三
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
奈
良
県
キ
ャ
ン
プ
協
会
）

・

社
会
教
育
課
青
少
年
育
成
室

　

（
３
２
）
４
４
５
８

　

▼
種　

類

　

○
臨
時
講
師

産
前
産
後
の
休
暇
等
の
特
別
休
暇
、

育
児
休
業
等
の
教
諭
・
養
護
教
諭
の

代
替
と
し
て
臨
時
に
任
用
す
る
常
勤

の
講
師  

　

○
非
常
勤
講
師

週
の
う
ち
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ

た
時
間
、
教
科
・
科
目
の
授
業
の
み

を
行
う
非
常
勤
の
講
師

　

▼
応
募
資
格

・
小
学
校
教
諭
、
中
学
校
教
諭
、
養
護

教
諭
、
栄
養
教
諭
普
通
免
許
状
の
い

ず
れ
か
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
（
免

許
状
取
得
見
込
み
の
方
も
含
む
）　

・
心
身
と
も
に
健
康
で
、
勤
務
に
耐
え

得
る
方

　

▼
応
募
期
間

　
　

随
時　
　
　
　
　
　

　

▼
登　

録

　
　
　志
願
書
の
提
出
に
よ
り
滋
賀
県
講

師
志
願
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

▼
応
募
方
法

　

志
願
書
と
教
員
免
許
状
の
写
し
を

高
島
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま

た
は
滋
賀
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
書
類

は
、
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
課

　

（
３
２
）
４
４
７
１

滋
賀
県
公
立
小
・
中
学
校

　
　
　
　

講
師
志
願
者
募
集

　

高
島
の
木
の
家
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
市
内
産
材
を
十
分
に
活
用
し
た
「
自

然
素
材
の
家
づ
く
り
」
を
通
し
、
木
材
生

産
者
か
ら
施
工
者
ま
で
の
つ
な
が
り
を
復

活
さ
せ
、市
内
産
材
の
安
定
供
給
を
図
り
、

住
ま
い
手
、
つ
く
り
手
、
森
林
環
境
の
い

ず
れ
に
も
望
ま
し
い
家
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
の
森
林
所
有
者
か
ら
木
材
生
産

者
、
製
材
業
者
、
設
計
事
務
所
、
工
務
店
、

建
具
店
な
ど
現
在
45
人
が
会
員
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
賛
同
し
、
と
も
に
活
動
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
高
島
市
内
に
森
林
を
所
有
す

る
方
、
林
業
や
家
づ
く
り
を
行
う
事
業
所

（
設
計
事
務
所
、
工
務
店
な
ど
）
を
市
内

に
有
す
る
方
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
森
林
水
産
課
ま
た
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
相
談
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

高
島
の
木
の
家
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
相

談
窓
口

今
津
町
今
津
１
７
５
（
今
津
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
資
料
館
内
）

　

・
（
２
０
）
１
１
７
９

　
　
　
　

相
談
時
間　

水
〜
日
曜
日　

 
 
 
 
 
 
 
 
 

10
時
〜
17
時

　

http://w
w
w
.takashim

a-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

kinoie.jp

森
林
水
産
課

　

（
２
５
）
８
５
１
２

　

縄
文
時
代
の
土
器
作
成
の
技
術
と
創
造

力
を
学
び
ま
す
。
朽
木
の
山
の
土
を
使
っ

て
手
び
ね
り
、
野
焼
き
ま
で
の
工
程
を
実

践
し
ま
す
。

　

▼
日　

時

　
　

２
月
16
日
（
水
）・
３
月
16
日
（
水
）

　
　
　

い
ず
れ
も
10
時
か
ら
15
時
ま
で

　

▼
場　

所

　
　

朽
木
公
民
館

　

▼
対
象
者

　
　

高
島
市
在
住
の
方
（
定
員
10
人
）

　

▼
内　

容

①
道
具
の
作
成
と
手
び
ね
り
学
習
と

実
践

②
野
焼
き
と
作
品
評
価

　

▼
参
加
費

受
講
料
５
０
０
円
＋
材
料
費
５
０
０
円

　

▼
募
集
期
間

　
　

2
月
12
日
（
土
）
ま
で

　

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
朽
木
公
民
館
窓
口
ま
で

・

朽
木
公
民
館

　

（
３
８
）
２
３
２
４

　

施
設
を
訪
問
し
、
楽
し
い
お
話
、
歌
、

ク
イ
ズ
、
本
の
読
み
語
り
な
ど
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
い
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師
か

ら
、
人
と
場
の
雰
囲
気
を
楽
し
く
す
る
術

と
実
践
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　　

▼
日　

時　

　
　

３
月
４
日
（
金
）・
11
日
（
金
）・

　
　
　
　

18
日
（
金
）

い
ず
れ
も
13
時
30
分
か
ら

 
 
 
 

15
時
30
分
ま
で

　

▼
場　

所

　
　

朽
木
公
民
館

　

▼
対
象
者

　
　

高
島
市
在
住
の
方
（
定
員
15
人
）

　

▼
内　

容

①
本
の
読
み
語
り

②
話
し
方
、
話
題
、
話
の
構
成

③
人
を
楽
し
ま
せ
る
工
夫
と
実
践

　

▼
参
加
費

　
　

５
０
０
円
（
受
講
料
３
回
分
）

　

▼
募
集
期
間

　
　

２
月
28
日
（
月
）
ま
で

　

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
朽
木
公
民
館
窓
口
ま
で

・

朽
木
公
民
館

　

（
３
８
）
２
３
２
４

　

異
文
化
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
、
現
地
出
身
の
先
生
と
気
軽
に
英
会
話

や
中
国
語
を
楽
し
め
る
交
流
サ
ロ
ン
を
行

い
ま
す
。
英
語
や
中
国
語
が
話
せ
な
く
て

も
大
丈
夫
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

▼
日
程

　
《
英
語
交
流
サ
ロ
ン
》

　
　

・
日
時　

　
　
　

２
月
５
日
（
土
）・
19
日
（
土
）

　
　
　
（
1
回
目
）
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　
　
　

 

（
2
回
目
）
10
時
45
分
〜
11
時
45
分 

　
　

・
場
所　

　
　
　

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
《
中
国
語
交
流
サ
ロ
ン
》

　
　

・
日
時　

　
　
　

２
月
６
日
（
日
）・
20
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
　

・
場
所　

新
旭
公
民
館

　

▼
対
象
者　

ど
な
た
で
も

　

▼
参
加
費

　
　

会
員
２
０
０
円
、
一
般
５
０
０
円

　

▼
定　

員　

毎
回
10
人
程
度（
先
着
順
）

　

▼
申
込
方
法

　
　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

国
際
協
会
事
務
局

　

（
２
０
）
１
１
８
０

　

（
２
０
）
１
１
８
２

　

tifa8
2
2
@
ares.eonet.ne.jp

国
際
交
流
サ
ロ
ン
（
英
語
・
中
国
語
）

　
　
　

参
加
者
募
集

市
指
定
ご
み
収
集
袋
へ

　

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
の
体
験
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
者
募
集

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

　
　
　
　
　
　
　

入
門
教
室

土
器
作
り
入
門
教
室

高
島
の
木
の
家
づ
く
り

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
募
集
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▼
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

　

▼
内　

容　

・
赤
外
線
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
発
熱
の
観

察
・
岩
手
大
学
・
伊
藤
教
授
と
ザ
ゼ
ン
ソ

ウ
を
語
ろ
う
会
（
民
宿
で
地
鶏
の
す

き
焼
き
を
囲
ん
で
、
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
の

魅
力
に
迫
り
ま
す
。）

【
高
島
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
】

　

〜
湖
西
に
春
を
告
げ
る

　
　
　
　

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
を
た
ず
ね
て
〜

　

い
ま
づ
自
然
観
察
ク
ラ
ブ
、
今
津
ガ
イ

ド
勉
強
会
の
案
内
で
、
市
街
地
を
散
策
し

な
が
ら
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
群
生
地
ま
で
を
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

　

▼
日　

時　

　
　

２
月
27
日
（
日
）
９
時
15
分
〜
14
時

　

▼
集
合
場
所

　
　

Ｊ
Ｒ
近
江
今
津
駅

　

▼
参
加
費

８
０
０
円
（
ガ
イ
ド
料
、
資
料
代
、

保
険
料
ほ
か
）

　

▼
定　

員　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

【
学
べ
る
「
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
」
講
座
】

　

岩
手
大
学
・
伊
藤
教
授
が
「
発
熱
植
物

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
」
を
分
か
り
や
す
く
解
説
！

　

▼
日　

時　

　
　

２
月
27
日
（
日
）　

　
　
　

14
時
20
分
〜
16
時
30
分

　

▼
場　

所

　
　

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

▼
参
加
費

　
　

２
０
０
円
（
資
料
代
ほ
か
）

　

▼
定　

員　

　
　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

　

▼
内　

容

①
岩
手
大
学
・
伊
藤
教
授
が
ザ
ゼ
ン
ソ

ウ
の
不
思
議
に
迫
る

②
全
国
の
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
群
生
地
を
写
真

で
紹
介

③
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
文
芸
作
品
の
展
示

【
ざ
ぜ
ん
草
交
流
市
】

　

▼
日　

時

　
　

２
月
27
日
（
日
）　

10
時
〜
15
時

　

▼
場　

所

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
群
生
地
入
口
付
近

　

▼
内　

容

地
元
特
産
品
や
お
い
し
い
も
の
が
勢

ぞ
ろ
い
！

・

琵
琶
湖
周
航
の
歌
資
料
館
内

　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

・
（
２
２
）
２
１
０
８

　
　
　

※
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館

　

歯
周
病
と
糖
尿
病
の
関
わ
り
と
適
切
な

予
防
法
お
よ
び
治
療
法
等
に
つ
い
て
の
知

識
向
上
を
目
的
に
市
民
公
開
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

▼
日　

時　

　
　

２
月
26
日
（
土
）　

 
 
 

15
時
30
分
〜
17
時

　

▼
場　

所

　
　

今
津
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル

　

▼
内　

容

　
　

講
演
「
歯
周
病
と
糖
尿
病
の
関
係
」

〜
そ
の
深
い
か
か
わ
り
を
探

る
〜　

　
　
　
　
　

講
師　

山
本　

学
氏

（
滋
賀
医
大
・
歯
科
口
腔
外

科
学
講
座
教
授
）

　

▼
主　

催　

　
　

高
島
市
歯
科
医
師
会

　

▼
共　

催

　
　

高
島
市
医
師
会
、
高
島
市

　

▼
参
加
費

　
　

無
料

野
上
歯
科
医
院

　
　
　
　

新
旭
町
旭
２
ー
２
ー
４

　

（
２
５
）
７
５
０
０

　

（
２
５
）
７
５
１
２

　

今
年
で
６
回
目
の
ス
テ
ー
ジ
。今
回
は
、

高
島
の
バ
ン
ド
４
団
体
が
、
ウ
ェ
ル
カ
ム

コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
始
ま
り
、
マ
ー
チ
ン
グ

や
吹
奏
楽
、
そ
し
て
ビ
ッ
ク
ベ
ル
の
ジ
ャ

ズ
と
盛
り
だ
く
さ
ん
な
ス
テ
ー
ジ
を
お
贈

り
し
ま
す
。
ゲ
ス
ト
に
は
京
都
か
ら
、
清

水
利
香
ス
ペ
シ
ャ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
を
む
か
え

て
、
じ
っ
く
り
聴
か
せ
ま
す
!!

　

▼
日　

時　

　
　

３
月
６
日
（
日
）　

13
時
30
分
開
演

　

▼
場　

所　

　
　

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

　

▼
出　

演　

高
島
市
民
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

〝
ビ
ッ
ク
ベ
ル
〞

【
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
講
座
】

　

▼
日　

時

　
　

２
月
19
日
（
土
）、３
月
12
日
（
土
）、

　
　

４
月
９
日
（
土
）

　
　
〈
レ
ッ
ス
ン
Ⅰ
〉
10
時
〜
正
午

　
　
〈
レ
ッ
ス
ン
Ⅱ
〉
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

▼
場　

所

　
　

働
く
女
性
の
家　

研
修
室

　

▼
定　

員

　
　

各
回
６
人
程
度

　

▼
受
講
料　

　
　

各
回
２
，５
０
０
円
（
材
料
代
込
み
）

　

▼
申
込
方
法

　
　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
　

※
受
付
：
９
時
〜
21
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
〜
土
曜
日
）

　
　
　
　

日
・
月
曜
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
み

働
く
女
性
の
家

　

・　
（
２
２
）
５
７
７
５

　　

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各
国
の
青

年
と
の
交
流
を
通
し
て
、
相
互
理
解
と
友

好
を
深
め
、
広
い
国
際
的
視
野
と
国
際
協

調
の
精
神
を
身
に
付
け
た
次
代
を
担
う
に

ふ
さ
わ
し
い
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
青

年
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
23
年
度
に
行
う
次
の
事
業

の
参
加
青
年
を
募
集
し
ま
す
。

・「
国
際
青
年
育
成
交
流
」（
９
月
）

・「
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
」（
９
月
）

・「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
」（
９
月
）

・「
青
年
社
会
活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」 （
10
月
）

・「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
〜
12
月
）

・「
世
界
青
年
の
船
」

　
　
　
　
　
（
平
成
24
年
１
月
〜
３
月
）

　

▼
募
集
期
間

　
　

２
月
１
日
（
火
）
〜
３
月
25
日
（
金
）

★
詳
し
く
は
、
内
閣
府
青
年
国
際
交
流

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

滋
賀
県
子
ど
も
・
青
少
年
局

　

０
７
７
（
５
２
８
）
３
５
５
７

　

今
年
の
高
島
市
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
協
議

会
の
講
演
会
は
漫
才
で
す
。

　
『
林
家
ラ
イ
ス
・
カ
レ
ー
子
』
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
て
、『
環
境
問
題
は
お
友

達
』
〜
思
い
は
地
球
規
模
で
、
行
動
は
足

元
か
ら
〜　

と
題
し
て
漫
才
で
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
も
全
国
で

活
動
さ
れ
て
い
る
元
祖
！　

環
境
漫
才
師

の
林
家
ラ
イ
ス
・
カ
レ
ー
子
氏
に
、
身
近

な
環
境
問
題
に
つ
い
て
『
笑
い
』
の
あ
る

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。『
笑
い
』

で
ス
ト
レ
ス
も
発
散
で
き
る
絶
好
の
機
会

で
す
。
ご
家
族
・
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

▼
日　

時　

　
　

２
月
20
日
（
日
）　

13
時
30
分
〜

　

▼
場　

所　

　
　

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

▼
入　

場

　
　

無
料

環
境
政
策
課

　

（
２
５
）
８
１
２
３

　

現
在
仕
事
を
も
つ
人
、
仕
事
を
は
じ
め

た
い
が
子
育
て
・
家
庭
と
両
立
で
き
る
か

悩
ん
で
い
る
人
。
自
分
で
起
業
し
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ

か
ら
な
い
人
。
こ
の
不
況
時
の
経
営
に
悩

ん
で
い
る
人
。
そ
ん
な
様
々
な
問
題
に
悩

む
す
べ
て
の
人
た
ち
へ
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
を
明
る
く
元
気
に
す
ご
せ
る
よ
う
な
ヒ

ン
ト
が
も
ら
え
る
講
演
で
す
。

　

▼
日　

時　

　
　

２
月
６
日
（
日
）　

14
時
〜
16
時

　

▼
場　

所　

　
　

働
く
女
性
の
家　

軽
運
動
室

　

▼
内　

容　

　
　

講
演
「
念
ず
れ
ば
、
夢
か
な
う
！
」

〜
あ
な
た
自
身
が
、
幸
せ
な

人
生
ド
ラ
マ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
〜

　
　
　
　
　

講
師　

八
木　

幸
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
比
叡
ゆ
ば
本
舗　

ゆ
ば
八
）

　

▼
定　

員

　
　

90
人

　

▼
参
加
料

　
　

無
料

　

▼
申
込
方
法

　
　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
　

※
受
付
：
９
時
〜
21
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
〜
土
曜
日
）

　
　
　
　

日
・
月
曜
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
み

働
く
女
性
の
家

　

・　
（
２
２
）
５
７
７
５

【
夜
の
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
観
察
会
】

　

▼
日　

時

　
　

２
月
26
日
（
土
）　

18
時
〜
21
時

　

▼
場　

所

　
　

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
群
生
地
、
箱
館
山
民
宿

　

▼
参
加
費

３
，
５
０
０
円
（
食
事
代
、
保
険
料

ほ
か
）

春
よ
こ
〜
い
！ 

み
ん
な
こ
〜
い
!!

今
津
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り

ひ
な
祭
り
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

自
立
し
た
女
性
に
な
る
た
め
の

「
自
分
を
好
き
に
な
る
講
座
」

ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
会
開
催
講
座

参
加
者
募
集

青
年
国
際
交
流
事
業

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

高
島
市
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
協
議
会
講
演
会

　

『
環
境
漫
才
』

高
島
市
民
公
開
講
座
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▼
場　

所

　
　

安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
階
会
議
室

　

・

生
活
相
談
課

　

（
２
５
）
８
１
２
５

　

一
人
で
抱
え
て
い
る
悩
み
に
つ
い
て
、

誰
か
に
ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

仕
事
、
学
校
、
家
族
の
こ
と
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
臨
床
心
理
士
が
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
夜
間
・
休
日
に
も

相
談
で
き
ま
す
の
で
、
仕
事
帰
り
や
買
い

物
の
つ
い
で
に
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　

▼
日
時
／
場
所

○
草
津
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
小
会
議
室

（
Ｊ
Ｒ
南
草
津
駅
前
南
草
津
フ
ェ
リ
エ

５
階
）

　
　

２
月
９
日
（
水
）
18
時
〜
21
時

　
　

２
月
23
日
（
水
）
18
時
〜
21
時

　
　

２
月
27
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　

３
月
９
日
（
水
）
18
時
〜
21
時

　
　

３
月
23
日
（
水
）
18
時
〜
21
時

　
　

３
月
27
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

○
ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
２
階
研
修
室
（
Ｊ

Ｒ
南
彦
根
駅
西
口
）

　
　

３
月
15
日
（
火
）
18
時
〜
21
時　

○
大
津
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
京
阪
電
車

浜
大
津
駅
徒
歩
３
分
）

　
　

３
月
予
定　

18
時
〜
21
時

　

※
受
付
は
終
了
時
間
の
１
時
間
前
ま

で

　

▼
申
込
方
法　

予
約
専
用
電
話
へ
、
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　

０
９
０
（
３
８
４
３
）
６
６
５
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
時
〜
21
時
）

　

▼
そ
の
他

・
留
守
番
電
話
に
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
折
り
返
し
お
電
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
時
間
な
ど

を
録
音
し
て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
、
予
約
な
し
で
も
相
談
で
き
ま

す
が
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
電
話
に
よ
る
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

滋
賀
県
健
康
福
祉
部　

障
害
者
自
立

　

支
援
課　

　

０
７
７
（
５
２
８
）
３
６
１
８

　

法
テ
ラ
ス（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）

は
、
国
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
的
ト
ラ

ブ
ル
解
決
の
た
め
の
「
総
合
案
内
所
」
で

す
。

　
「
借
金
」「
離
婚
」「
相
続
」・
・
さ
ま
ざ

ま
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
し
ま
っ
た

と
き
、「
だ
れ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
？
」

「
ど
ん
な
解
決
方
法
が
あ
る
の
？
」
と
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
は
ず
。
こ
う
し

た
問
題
解
決
へ
の
道
案
内
す
る
の
が
「
法

テ
ラ
ス
」
の
役
目
で
す
。　
　

　

お
問
い
合
わ
せ
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、

解
決
に
役
立
つ
法
制
度
や
地
方
公
共
団

体
、
弁
護
士
会
、
司
法
書
士
会
な
ど
の
相

談
窓
口
を
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や

全
国
の
法
テ
ラ
ス
地
方
事
務
所
が
無
料
で

案
内
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
的
に
余
裕
の
な
い
方
が
法

的
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き
に
、
無
料
法

律
相
談
や
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法

書
士
費
用
の
立
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
れ
た

方
な
ど
へ
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
法
テ
ラ
ス
滋
賀
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
滋
賀

　

０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
５
４

高
島
レ
デ
ィ
ー
ス
ブ
ラ
ス
〝
ス
イ
ー

ト
ベ
ル
〞

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
〝
カ
プ
リ
ッ
シ

ュ
〞

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
〝
ペ
ー
ス
フ
リ
ー
〞

ゲ
ス
ト　

清
水
利
香
ス
ペ
シ
ャ
ル
ユ

ニ
ッ
ト

　

▼
入
場
料

　
　

一　

般　
　

１
，
０
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　

※
当
日
各
２
０
０
円
増
し

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

　

（
３
２
）
２
４
６
１

　

高
島
市
文
化
協
会
で
は
、
２
月
11
日
か

ら
13
日
ま
で
、
第
６
回
高
島
市
文
化
協
会

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
に
６
支
部
あ
る
文
化
協
会
の
日
頃

の
活
動
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
、書
道
・

絵
画
・
写
真
・
工
芸
・
文
芸
な
ど
の
作
品

展
示
と
、
日
本
舞
踊
・
社
交
ダ
ン
ス
・
ふ

る
さ
と
の
歌
・
琴
の
演
奏
な
ど
の
舞
台
発

表
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

▼
日　

時

　
（
展
示
の
部
）

　
　

２
月
11
日
（
金
）・
12
日
（
土
）

　
　
　

９
時
〜
17
時

　
　

２
月
13
日
（
日
）　

　
　
　

９
時
〜
16
時

　
（
舞
台
発
表
の
部
）

　
　

２
月
13
日
（
日
）

 
 
 

10
時
〜
15
時
30
分

　

▼
会　

場

　
　

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

　

▼
入
場
料

　
　

無　

料

高
島
市
文
化
協
会
事
務
局

　

（
３
２
）
４
４
５
７

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
人
権
に
関
わ
る

問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
、
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

▼
日　

時

　
　

２
月
９
日
（
水
）
13
時
〜
16
時

　

▼
場　

所

　
　

市
役
所
本
庁
１
階
福
祉
相
談
室

　

人
権
施
策
課

　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

地
区
別
行
政
相
談
所
で
は
、
国
・
県
・

市
が
行
う
行
政
に
関
わ
る
相
談
を
３
人
の

行
政
相
談
員
が
お
受
け
し
、
問
題
解
決
に

向
け
関
係
行
政
機
関
に
つ
な
げ
ま
す
。
相

談
は
、
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

　

▼
日　

時　

　
　

２
月
16
日
（
水
）　

13
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
：
13
時
〜
15
時

　

▼
場　

所　

　
　

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
２
階
会
議
室

生
活
相
談
課

　

（
２
５
）
８
１
２
５

　

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
で
は
、
弁
護

士
が
相
談
を
お
受
け
し
、
問
題
解
決
の
た

め
の
助
言
を
行
い
ま
す
。
相
談
時
間
は
１

時
間
以
内
で
、
各
相
談
日
の
定
員
は
４
人

で
す
。

　

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
予
約
が
必
要
で

す
。
ま
た
申
込
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
生

活
相
談
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

▼
日　

時　

　
　

２
月
19
日
（
土
）　

13
時
〜
17
時

第
６
回　

文
化
協
会
文
化
祭

地
区
別
行
政
相
談
所

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談
所

夜
間
・
休
日　

　

こ
こ
ろ
の
ほ
っ
と
相
談
会

ご
存
知
で
す
か
「
法
テ
ラ
ス
」
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平成22年12月末現在

●人　口

男
女

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）人

平成22年12月6日から平成23年1月5日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ掲載しています。

５３,８３８人（ ー１９）
５４,３２４人（ー５０５）

５３,８１９人

１９,７５２世帯

２６,２０７人
２７,６１２人

たかしま
の

人の動き

氏　名 性別 生年月日 ところ
 マ　キ　ノ
桑　田　宇　良 男 12 月 7 日 高木浜

雨　森　百　花 女 12月10日 高木浜

𠮷　川　杏　奈 女 12月21日 海　津
 今　　　津
益　本　來　翔 男 11月30日 住　吉

廣　瀬　　　心 女 12 月 3 日 大　供

西　村　飛　馬 男 12月15日 弘　川

西　村　心　馬 男 12月15日 弘　川

山　本　悠　翔 男 12月17日 桜　町

伴　野　晴　一 男 12月20日 大　供

井ノ口　恵　介 男 12月20日 今　津

前　田　知　架 女 12月29日 弘　川
 新　　　旭
拝　師　結　音 女 11月24日 深　溝

お誕生おめでとう！（出生）
氏　名 性別 生年月日 ところ

清　水　紗　良 女 11月27日 安井川

北　山　敦　也 男 11月29日 旭

清　水　蒼一郎 男 12月13日 饗　庭

花　田　瑛　亮 男 12月19日 熊野本

𠮷　原　小　誠 男 12月19日 旭

宮　川　明寿香 女 12月21日 熊野本

森　田　華　暉 男 12月26日 新　庄

伊　庭　冬　馬 男 12月28日 深　溝

日　野　里　柊 男 12月30日 北　畑
 安　曇　川
宮　﨑　沙　良 女 11月30日 五番領

入　江　魁　玲 男 12 月 3 日 青　柳

橋　本　稟汰郎 男 12 月 3 日 北船木

馬　場　雪　乃 女 12 月 3 日 青　柳

神　　　椎　奈 女 12 月 6 日 上小川

氏　名 性別 生年月日 ところ

平　田　蒼　稀 男 12月13日 西万木

渡　　　虎太郎 男 12月14日 西万木

森　　　愛　梨 女 12月24日 田　中

落　神　莉　愛 女 12月25日 西万木
 高　　　島
山　田　夢　心 女 11月28日 勝　野

北　村　愛　依 女 11月30日 拝　戸

市　川　結　麻 女 12 月 3 日 勝　野

筑　波　　　悠 男 12 月 7 日 武曽横山

万　木　茂　翔 男 12 月 9 日 鴨

和　治　　　葵 女 12月19日 城山台

田　村　　　健 男 12月21日 勝　野

木　原　　　藍 女 12月28日 鴨
 朽　　　木
内　田　　　奏 女 12月26日 岩　瀬

く わ た

あ め も り

よ し か わ

ま す も と

ひ ろ せ

に し む ら

に し む ら

や ま も と

ば ん の

い の く ち

ま え だ

は い し

し み ず

き た や ま

し み ず

は な だ

よ し は ら

み や が わ

も り た

い ば

ひ の

み や ざ き

い り え

は し も と

ば ん ば

じん

わたり

もり

お ち が み

や ま だ

き た む ら

い ち か わ

ち く な み

ゆ る ぎ

わ じ

た む ら

き は ら

う ち だ

そ ら

も も か

あ ん な

ら い と

こころ

と う ま

し ん ば

は る と

は る い ち

け い す け

と も か

ゆ の

さ ら

あ つ や

そういちろう

え い す け

し ょ う せ い

あ す か

は る き

と う ま

り と

さ ら

か い り

り ん た ろ う

ゆ き の

し い な

こ た ろ う

あ い り

り あ

ゆ め こ

め い

ゆ ま

ゆう

し げ と

あおい

たける

あい

かなで

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
岡　本　ち　よ 女 90 沢

島　田　諒　子 女 82 西　浜

田　中　冨　枝  女 83 海　津

中　川　キ　ヌ 女 85 知　内

橋　本　二三重 女 82 知　内
  今　　　津
青　山　龍　雄 男 58 梅　原

釆　野　ゆき惠 女 84 福　岡

大　森　つ　や 女 97 日置前

加　 　早　苗 女 74 上弘部

河𠩤田　久　夫 男 83 岸　脇

木　下　兵治郎 男 82 酒　波

京　谷　德　雄 男 69 梅　原

杉　𠩤　弥　市 男 81 桂

墨　友　と　み 女 86 上弘部

田　中　清　一 男 87 上弘部

谷　澤　弘　子 女 93 今　津

畑　　　権　市 男 55 日置前

藤　戸　時　三 男 87 今　津

前　川　準　子 女 56 弘　川

氏　名 性別 年齢 ところ

松　本　ゑ　 女 96 日置前

水　田　幸　治 男 55 浜　分
水　田　光　子 女 59 浜　分
山　口　清　平 男 78 深清水
山　本　　　和 女 100 今　津
山　本　俊　子 女 87 今　津
  新　　　旭
足　立　正　清 男 90 饗　庭
一　井　金　一 男 88 藁　園
大　塚　德　一 男 80 太　田
金　子　ち　え 女 80 新　庄
城　戸　美智子 女 64 安井川
髙　倉　幸　子 女 60 旭
中　村　哲　也 男 41 藁　園
八　田　　　晃 男 44 旭
堀　江　咲　信 男 91 藁　園
山　川　正　士 男 71 藁　園
山　本　茂　樹 男 73 旭
  安　曇　川
伊　庭　良　明 男 54 西万木
井　上　喜　道 男 80 三尾里

氏　名 性別 年齢 ところ

枝　　　武　司 男 83 常磐木
大　岩　義　雄 男 76 三尾里
岸　　　彌　榮 女 88 西万木
北　川　 枝 女 92 青　柳
駒　井　時　男 男 76 北船木
志　村　為　一 男 85 青　柳
白　井　千　絵 女 26 青　柳
杉　本　ヤスヱ 女 90 田　中
谷　　　吉　造 男 77 常磐木
花　山　順　作 男 84 西万木
平　井　ます江  女 85 長　尾
保　木　ト　モ 女 90 北船木
村　井　　　隆 男 74 田　中
八　代　富美子 女 99 田　中
  高　　　島
兼　田　八　郎 男 80 武曽横山
岸　田　留　一 男 80 黒　谷
北　村　市　衞 男 78 永　田
田　中　辰　男 男 82 勝　野
八　田　益　充 男 75 高　島

▼税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

納付のお知らせ2月

項　目 期　別 納期限
 国民健康保険税（普通徴収） 第 11 期

2月28日 介 護 保 険 料（普通徴収）第 11 期
 後期高齢者医療保険料（普通徴収）第 8 期

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料・
　市県民税の特別徴収（年金からのお支払い）の皆さん
2月15日受け取りの年金から保険税（料）・市県民税が天引きされます。

■ 納期限までに納めましょう。納期限までに
納付されない場合は、督促手数料や延滞金
が加算されることになります。

■ 口座振替の方は預貯金残高の確認をお願い
します。
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と め い ち

い ち え い

た つ お

え き じ ゅ う

322011・２・1

ひ ら た そ う き

ま つ も と え い



　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
織
田
信の

ぶ
ず
み澄

が

築
い
た
大
溝
城
や
、
分
部
氏
が
構
え
た
陣

屋
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
地
域
の
魅

力
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
大
溝
地
域
の
歴

史
的
変
遷
を
考
え
ま
す
。

　

大
溝
城
は
、
天
下
統
一
を
目
指
す
織
田

信
長
が
安
土
に
居
城
を
構
え
た
と
き
、
そ

の
対
岸
に
あ
た
る
高
島
郡
支
配
の
拠
点
と

し
て
、
天て

ん
し
ょ
う正

６
年
（
１
５
７
８
）
に
信
長

の
甥
で
あ
る
織
田
信
澄
に
よ
っ
て
築
城
さ

れ
ま
し
た
。
設
計
は
、
明
智
光み

つ
ひ
で秀

と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

信
澄
が
築
城
し
た
大
溝
城
の
全
貌
は
、

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、

天て
ん
し
ゅ
だ
い

守
台
跡あ

と

と
考
え
ら
れ
る
石
垣
が
乙
女
ヶ

池
に
隣
接
し
て
残
る
こ
と
か
ら
、
内
湖
を

巧
み
に
利
用
し
た
水
城
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
琵
琶
湖
の
制
海
権
の
掌
握
を
重
要

視
し
て
築
城
さ
れ
た
こ
と
が
現
在
の
姿
か

ら
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

信
澄
の
後
、
分わ

け
べ部

光み
つ
の
ぶ信

が
大
溝
に
移
る

ま
で
、大
溝
城
主
は
頻
繁
に
交
代
し
ま
す
。

そ
し
て
、
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）
に
大

溝
城
は
取
り
壊
さ
れ
、
そ
の
部
材
は
水
口

岡
山
城
に
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。　

　

元
和
５
年
（
１
６
１
９
）
に
分
部
光
信

が
伊
勢
上
野
か
ら
大
溝
に
移
り
、
大
溝
藩

は
廃
藩
置
県
ま
で
約
２
５
０
年
続
き
ま

す
。
光
信
は
、
初
代
大
溝
藩
主
と
し
て
高

島
郡
内
に
32
か
村
、野
洲
郡
内
に
５
か
村
、

約
２
万
石
を
領
有
し
、
信
澄
が
築
い
た
大

溝
城
三
ノ
丸
付
近
に
陣
屋
を
構
え
、
城
下

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
「
郭か

く
な
い内

」
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
は

か
つ
て
の
武
家
屋
敷
で
、
周
囲
に
塀
を
巡

ら
せ
総そ

う
も
ん門

、
西
門
、
南
門
を
設
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
背せ

と
が
わ

戸
川
、
総
門
を
境
と
し

て
、
総
門
よ
り
南
は
武
家
屋
敷
、
総
門
よ

り
北
は
町
人
町
と
し
て
区
別
し
ま
し
た
。

ま
た
、
城
下
に
は
、
生
活
と
防
火
に
備
え

た
用
排
水
と
す
る
水
路
を
配
す
る
な
ど
城

下
の
整
備
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
城
下
に

は
、「
長な

ぎ
な
た刀

町ち
ょ
う」・「

伊
勢
町
」・「
江
戸
屋

町
」・「
船
入
町
」・「
職
人
町
」・「
紺
屋
町
」・

「
蝋ろ

う
そ
く
ち
ょ
う

燭
町
」
等
々
の
町
名
が
今
も
残
っ
て

い
ま
す
。　
　

　

大
溝
藩
主
分
部
侯
の
菩
提
寺
は

圓え
ん
こ
う
ぜ
ん
じ

光
禅
寺
で
、
分
部
家
の
大
溝
へ
の
転
封

に
あ
た
り
、
伊
勢
上
野
か
ら
大
溝
に
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
今
日
ま
で
４
０
０

年
に
わ
た
り
、
分
部
家
歴
代
の
御ご
び
ょ
う廟

を

守
っ
て
い
ま
す
。

　　

大
溝
地
域
の
歴
史
的
変
遷
を
考
え
な
が

ら
、
大
溝
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
文
化
財
課
）

大
溝
城
の

大
溝
城
の

歴
史
的
変
遷
を

歴
史
的
変
遷
を

　
　
　

考
え
る

　
　
　

考
え
る

▼日　時　３月13日（日）
　　　　　　13時～17時
▼場　所　ガリバーホール
▼内　容
　○報　告
　　　「分部家文書の紹介」
　　　　　　　　　　藤井　讓治 氏
　　　（京都大学大学院文学研究科 教授）
　　　 （大溝地域周辺調査員会 委員長）
　○講　演Ⅰ
　　　「大溝城と織豊期の水城
　　　～琵琶湖岸の城郭と内湖をめ　
　　　ぐって～」
　　　　　　　　　　佐野　静代 氏
　　　　（同志社大学文学部 准教授）
　　　　（大溝地域周辺調査員会 委員）　
　○講　演Ⅱ
　　　「織田・豊臣時代の大溝城」
　　　　　　　　　　　中井　均 氏
　　　（ＮＰＯ法人城郭遺産による街づく
　　　　り協議会 理事長）
　○公開討論会
　　「大溝城の歴史的変遷を考える」
　・司　会
　　　金田　章裕 氏
　　　　（大学共同利用機関法人
　　　　　人間文化研究機構 機構長）
　　　　（大溝城周辺水辺景観保全検
　　　　　討委員会 委員長）
　・パネリスト　
　　　藤井 讓治 氏・中井 均 氏
　　　佐野 静代 氏・白井 忠雄（高島
　　　歴史民俗資料館 参事）
▼定　員　３００人（先着順）
▼参加費　５００円（資料代込）
▼受　付　２月７日（月）から
▼申込方法　電話・ファックス・メール

・ 文化財課　
　　　 （32）4467
　　　 （32）3568
　　　 bunkazai@city.
　　　　　　　takashima.shiga.jp

大
溝
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅱ

▲総門（市指定文化財）

　今号の特集にも取り上げた、大河ド
ラマ「江～姫たちの戦国」がいよいよ
はじまりました。滋賀を舞台に描かれ
るお江の波乱の物語、毎週楽しみに見
ています。市内では、大溝城が次女初
の新婚生活を過ごした場所ともいわれ
ゆかりの地とされています。残念なが
ら城は残っていませんが、石垣などの
城跡や外堀だった乙女ヶ池がありま
す。これを機会に、地元の歴史に触れ
てみてはいかがでしょうか。
　　　　　　　　　　（広報担当Ｓ）
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